
1 

学校組織へのレジリエンス概念の適用可能性の検討 

 

学校組織へのレジリエンス概念の適用可能性の検討 

―レジリエンス概念に関する諸分野の研究レビューを通して― 

 

福畠 真治 

 
An examination whether resilience concept can be applied to school organization: 
Through research reviews of some disciplines with respect to resilience concept 

Shinji Fukuhata  
 
 This study examines whether the concept of resilience can be applied to school organization through research  reviews of 
some disciplines in terms of resilience concept. 
 Resilience is “the ability that can stand up to outward impact and doesn’t lose it’s function and structure”. It is a 
concept applied in the various situations from ecological and social system to organization and individual psychographics. 
This paper investigates whether this concept can comprehensively explain all dynamics of school organization by 
analyzing various factors of resilience concept. 
 In conclusion, this study shows that resilience not only means the concept that presuppose“a crisis”and focus just
“restoration” but also integrates an element of“growing”that denotes development after overcoming such negative event.  
It may also have an impact on its subject in every day life. This paper concludes that the concept of resilience can be 
adapted to school organization under certain conditions.  

 
 
 

目 次 

1．はじめに 

 1-1．組織動態を説明する概念としてのレジリエ 

    ンス 

  1-2．レジリエンス概念に関する混乱 

 1-3．本稿における分析視座 

2．生態系に関するレジリエンス概念 

 2-1．生態系レジリエンスとフィードバック・ルー 

    プ 

 2-2．工学的レジリエンスと生態学的レジリエン 

       ス 

3．社会システムに関するレジリエンス概念 

 3-1．国家レジリエンス概念 

 3-2．コミュニティのレジリエンス概念 

4．組織に関するレジリエンス概念 

 4-1．組織レジリエンスの諸要素 

 4-2．チームレジリエンス 

5．個人に関するレジリエンス概念 

 5-1．個人レジリエンス研究の潮流 

  5-2．個人レジリエンスの諸定義 

  5-3．個人レジリエンスの構成要素・形成要因 

  5-4．教育現場における個人レジリエンス 

6．結語 

 
1．はじめに 

 
 これまで、学校経営の文脈において「ビジョンの

設定からその実現にいたるまでのプロセスのマネジ

メント」が学校長の役割として強調される中1、それ

をスローガンとして終わらすことなく実践に結びつ

けるためには、その実相を描き出す必要があると考
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え、「 過程」という で を た。

の中で、「企業経 学・学校経 学における

に する 研究」、「   の 論・

ス ー 論に する 研究」に し、

方の 論の と実 場 への を

にすることで、実際の学校 場における

過程をより的 に するための の

を 指した。また の上で、実際の 高校におけ

る校長の 過程を する中で、 れら

論との を行い、 の と学校 場という文

における の を 指した。 
 しかしながら、研究の課題として、「より長期間の

の 要 」と「これまでの に する

論と 論との 」の が上がってきた
3が、より 本的な課題意 としての「上記 論の

こ が、 の意味生成・意思 の を

するに しいものなのかどうか」という問いに

つかることとなった。 に、 論の が成

したとしても、 れは意味生成・意思 における

の について するに まり、 うした

スが生成する 果 については、別に す

る 要 があると えられる。 うであれば、

の から の 果までをも した ・

論に させることの方がより 切なのではないか

と えるに った。 
 

 
 こで一つ取り上げるに すると えられる

として、「 エ ス（ ）」を げる。 
 エ スとは、 的には （ 01 ）が

しているのは「外的な に え、 れ自身の機

や を わない力」ということです（1 0 ）

と表 しているように、 本的には、あら る

の における の の「 さ・しなやかさ」

を す であるとされており、様 な学問 にお

いて、 の 的な から ・ 体

にまで く されている である。特に最

の研究 では、この「 エ ス」を 的な

ものとして えることをやめ、 の 全てを

し、 の 果までも しうる として

していること、 して、「 ティ イ トからの

り」という特 の だけを するのでは

なく、「日 の エ ス」という で、 的な

を加味する方 で進んでいることが大きな変

として げられる。また、 エ スの とし

ても、 という と ・ 体という

だけではなく、「 の エ ス」という で

一集 への も 指されている。 
 うしたこともあって、この エ ス を

いて学校 を することが なのではない

かと思うに ったのである。 し、これまでの研究

において「 」に して エ スを論じ

たものは どないこと、特に学校 においては皆

無であることを えると、 の の や

手 は だ らかにはなっていないのが である。 
 こで本稿では、これまでの エ ス に

する での研究を ーしていくことによ

って、学校 への エ ス の

について検討を行い、今後より 切な での 作

を 指すための りとしたい。 
 

  
 先に、 エ スの 義として 外的な に

え、 れ自身の機 や を わない力 を げ

たが、 の の え方も、非 に多 にわたって

おり、 れだけで エ スの有する多様な

・要 全てを い くすことは ではない。こ

うした 義の の原 の一つとして、この「

エ ス」が の学問 において されて

いることが えられる。例えば、 原（ 013）で

は の を 下のようにまとめている。 
エ スという はもともと、生

学では外 に する生 の さ・

力を、 学・ 学では

スト ス を、 （ 学）では例え

ば 等、 のある ステ を

表す ・ として いられてきている。

さらには や 場変 等に して事業

力の い のことを指す としても

いられる （ ） 
また、木村（ 016）では、加 （ 00 ）と ら（ 01 ）

の研究を紹介しながら、 エ スの から
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れを う学問 の 大と れに う の に

ついて、 下の り紹介されている。 
加 は 学の 場から エ ス、

スト ス、 などの を からた

どり次のように している。 エ

スは、 はスト ス  とともに

学の であった。スト スは「外力によ

る 」を意味し、 エ スは れに

して「外力による を す力」と

して われ めた。イ スでは 1600 年

から「 る、 す」の意味で

され、1 00 年 には「 （ ）

された後、もとの 、場 に る力、

」の意味で われるようになった。 ラ

ス では「 る、 す」を意味

する  の は中世にさかの り、

ラテ   に し、 的には「

る」を意味した。   が
されるようになったのは最 のことであ

り、1 00 年 に入り 学の で「

さ」の意味で されたと している

（ 00 ）。 
 かは、 ステ 論の から

的に く山と の例を し、 エ ス

を「 ・ などの に し ス

テ が 一の機 ・ 成・ ィードバ

機 を するために変 し、 ・

を して する ステ の 力」と

義し、 学から生 学をへて ステ

論にいたる変 を している。さらに、

エ スの を 学や 学の世 か

ら生 学、 学、社会経 を ステ

論などに したことにより、 に

がもたらされているとも指 している

（ 01 ）（ ） 
つまり、 学の において「反発」に わ

る として 場した エ スが、 のイ ー

の がりを 介に、生 学においても いられる

ようになり、 こから に ステ や の

にまで の を 大させたことが、 エ

ス の に をきたしている様子が える。 

 こうした エ ス の学問 への がり

を したものが 1 であり、 学問 における

表的な 義が表 1 になる。 
 

 
 
【 】 エ スと  

）木村（ 016） をもとに筆者が作成 

 

【表 】 エ スの 義 

）木村（ 016） をもとに筆者が加筆・修正 

 

 
ここから見て取れるように、様 な学問 におい

て われている エ ス であるが、 のど

れにも しているのは「外的な からの ・

」という要 であり、これが の を

する の 多くの との大きな いであると ら

れることが多い。 れは、木村（ 016）における

下の え方においても らかである。 
の変 に して、 エ スの

からは次の 3 りの が えられる。 
  容 大・バ ー機 の  

    により変 の を受けにくくする 
  を し、変 に し 
   本 機 を する 
  的 成が となるように ス 

者 定
物理

生
な な な） な

し し

）

し し
しな

あ ） し な
期 し

な 定 し な
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     テ を し新たな に する 
 上より エ スが されるしく

（制度 計）の要 は次のように えられる。

の場 では 身ともにバラ スがとれて

いる 、 の場 には安全 と の

バラ スがとれており を 員した

成 が な 、を ましい前 とす

ると、 の変 に して受ける の程度

を事前に し、 の最 （ ）のた

めの 行 、 からの 行 などの計

画を準備しておく 要があり、 や事

前の計画が 要であ う （6 ） 
 し、先 した り、様 な研究の によっ

て エ スに する うした い え方は

されつつあり、本稿においても、 だけ

ではない の 全てを する として

の 作 を 指していくこととする。 
 
3  

 これまで、 エ ス がどのような学問

においてどういう 義 けをされたかについて

してきた。 の中で、 エ ス が に特

の学問 という区 で ることが な どに

がっており、かつ、 間を う で されて

いる様子が見て取れた。 こで本稿では、 エ

ス に する 研究を ーしていく上で、

学問 ごとで見ていくことはせ 、別の で

え すことにする。 
 こで参 になるのが （ 01 ）における「 」

の から見た エ スと ス

トの との （ 0 ）という え方である。

れは、 のような によって されるも

のである。この は、 、 、コ ティ、

の エ スの わり、また ス 社

会を るための や地 ・ 際 の政策、計画に

わる ス トとの を した

もの （ 0 ）であり、 エ ス を特 の

学問 ではなく、 エ ス の の

による区 がなされている。また、 は この

では特に、 1（ ）から （ ）、 3（コ

ティ）、 （ ）まで、 れ れが エ

トであることだけでなく、 1 、 3、 3 と

いったように れ れの 体の「間」、つまり「

」についても、（中 ）あら る要 が げるとい

ったことを めて エ スの が いれら

れることの 要 が かれています。また、 や地

・ 際 の ト（ 、 6）の中

で 1、 、 3、 を した政策・手 きが実

されていなかったり、 れ れの政策・手 きがバ

ラバラであったり、 して機 しなかったりすれ

ば、 の の エ スに し、 の がさ

らに 1、 、 3 の エ スに してしまう

があります。 うした は や 、特に

な 、恵まれない あるいはコ ティ

の エ スに大きな を します。このよ

うに、 と の の 体、または に わる政策・

計画と、 エ スの をここで 取るこ

とができます （ 0 1 ）と するように、 区

が しているのではなく、区 間の も意

していることが大きな特 である。 
 

 
【 】「 」の から見た エ スと

ス トの との  
） （ 01 ） 0 をもとに筆者が作成 

 
 この の をもとに、本稿の を

したものが 3 である。ここでは、 エ ス

1 2
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の を「 1 の エ ス」、「

の エ ス」、「 3 コ ティの エ

ス」、「 エ ス」、「 際

エ ス」、「 6 生 エ ス」の 6 つに

区 している。また、一 的な （企業や学校等）

よりも の大きい集 （「 3 コ ティの

エ ス」、「 エ ス」、「 際

エ ス」）を「社会 ステ の エ

ス」としてまとめている。というのも、 3 に

しては には エ ス の い方も異な

ってくるのではあるが、 では多くの研究にお

いて どまとめられているか、 と に しては

見の が ないことから、3 者の 本要 をま

とめる で「社会 ステ 」としている。 
 して、本稿では 下この区 に った で 研

究を ーしていき、学校 において エ

ス が かどうか、また、 であれば

どういう 義 けをする 要があるのか、について

の一 の を得るつもりである。 
 

 
【 3】「 」の から見た エ ス の

 
） （ 01 ） 0 をもとに筆者が作成 

 
 

 

 ま 、前 3において一番 的な である

「 6 生 エ ス」に する 研究を

ーしていく。 

 生 エ スに しては、 （ 01 ）が

「生 と生 多様 の経 学」（ ）において

された 見を 下の り紹介している。 

では、 エ スを「 的に異な

る に じることなく、 （たとえば

政的 機、 、 など）に する

ステ （たとえばコ ティ、社会、

生 など）の 力」と 義し、「 エ

スを有する ステ は、 や思いがけ

ない 事に え、 ー を受けた場 、

自ら できる 力を つ。 って、

エ スとは、 ステ の つ、変 に

する 力と発 し ける 力である」

としています （ 6 ） 

ここでも、 エ スの 本要 を「変 への

・ 」に めているが、変 前の に るだ

けでなく、 れ 上に発 することも んでいる

で、 なる の がりが できる。 

 また、 は生 エ スの要 として

下の 3 要 を げている。（ 0 1 ） 

 多様 さまざまな「自 」を っていれば、 

  「どれか一つがうまくいかなくても、全体が   

  れてしまうことはない」 さを つことが  

  になる。 

 ー は全体と やかにつながっ 

  ていても、いざというときには、自 た を全 

  体から切り して、自 た だけで成り つよ 

  うになっているかどうか、ということ。 

 な ィードバ ステ のある部 に 

  こる変 を、 の部 が感じて反 する さ 

  と さのこと。 

 

 

 このように、 エ スがある ステ では、

に変 に できるよう、「要 ・ の 長 、

非 的 ト ー 、 な反 」を有してい

ると えられる。このことを、 は 「 かをある

の中に とうとする ィードバ がしっかり

っていること」と い えることもできます （

）と い、生 の ステ が外部からの に

1 3
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してどのように反 するのかを、 ・ を

いて する。ま 、 において ある生 に

して、 らかの「外部からの 」が んだとき

（ ）、 の が して（ ）「正 な か

らの 」が生じる（ ）ことがあります。

の が「 作 」を生 し（ ）、「

的な 力」があれば「 の 」は に り

ます（ ）。このようにして、外からの によって

一 的な ー を受けたとしても、 すること

ができる （ ）と、 する。つまり、外部

からの に して、 的な 力（ エ

ス）が高い であれば、 ステ は に るこ

とが になるということである。  

 

 

【 】外部からの で した を に す

「 ー 」 

） （ 01 ） をもとに筆者が作成 
 
 一方、 的な 力自体が ー を受けて

まっている（もしくは っている）場 においては、

生 ステ における ィードバ ・ ー は

の に ることになる。 によれば、「外部

からの 」（ ）によって、「 の 」が

し（ ）、「正 な からの 」が生じます

（ ）。とこ が、「外部からの 」によって「

的な 力」が まっている（ ）ため、「 作

」が 下しており（ ）、「 の 」を す

ることができ 、「外部からの 」によって「

の 」はますます し（ ）、 的な 力も

ますます （中 ）（ ）（30 ）することにな

ると される。ここでは、 的な 力である

エ スが い であると、外部からの

に することができないに まら 、 の ステ

自体が有している ィードバ ・ ー によっ

てより ステ が になっていくという れが見

られる。 

 

 
【 】 エ スを める「 ー 」 

） （ 01 ） をもとに筆者が作成 
 

 このように エ スの高 によって ステ

の が まることになるわけであるが、 れ

は生 ステ には「 」と「非 的な 」

という特 があるためであると は う。このよ

うな と非 的な があるため、 ー

が き め、生 の 的な 力を ない め

ていても、多くの場 、見た には問題があること

がわかりません （3 33 ）。つまり、生 ス

テ には、ある一 の までは エ スに

よる が であり、 の上 （ ）を え

る が外部からもたらされた 間、「 ー 」

にはいってしまうという、非 的な があると

いうことである。 して、 を えてしまうと、

「 れまでとはまったく異なる 」に変わり、

の後も に ることなく、変わったあとの で安

してしまう  33 ことがあり、これが

ー ・ ト  33 であると は る。

の ー ・ トに る スを、 は

下のように する（ 6）。 

ある生 が安 した にあるとい

うのは、お の中に ー玉が入って れて

いるようなものです。 のお の中で れ

ることはあっても、お の外に して

しまうことはありません。 
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とが になるということである。  
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」が 下しており（ ）、「 の 」を す

ることができ 、「外部からの 」によって「

の 」はますます し（ ）、 的な 力も

ますます （中 ）（ ）（30 ）することにな

ると される。ここでは、 的な 力である

エ スが い であると、外部からの

に することができないに まら 、 の ステ

自体が有している ィードバ ・ ー によっ

てより ステ が になっていくという れが見
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） （ 01 ） をもとに筆者が作成 
 

 このように エ スの高 によって ステ

の が まることになるわけであるが、 れ

は生 ステ には「 」と「非 的な 」

という特 があるためであると は う。このよ

うな と非 的な があるため、 ー

が き め、生 の 的な 力を ない め

ていても、多くの場 、見た には問題があること

がわかりません （3 33 ）。つまり、生 ス

テ には、ある一 の までは エ スに

よる が であり、 の上 （ ）を え

る が外部からもたらされた 間、「 ー 」

にはいってしまうという、非 的な があると

いうことである。 して、 を えてしまうと、

「 れまでとはまったく異なる 」に変わり、

の後も に ることなく、変わったあとの で安

してしまう  33 ことがあり、これが

ー ・ ト  33 であると は る。

の ー ・ トに る スを、 は

下のように する（ 6）。 

ある生 が安 した にあるとい

うのは、お の中に ー玉が入って れて

いるようなものです。 のお の中で れ

ることはあっても、お の外に して

しまうことはありません。 
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 とこ が、 らかの原 でお の が

くなってしまった（ エ スを った）

で外的な い力がかかると、 ー玉は

お を して、別のお の中で安 し

てしまいます（多くの場 、 の に

て 間にとって ましくない への

トとなります）。 

 ー ・ トは、「外的な力の大き

さ」と「 ステ の内的な エ ス」

の わせで こります。外的な力が大

きくても、 ステ の内的な エ ス

が ければ、 ー ・ トは きませ

ん。 に、生 の内的な エ スが

っている では、 れまでは問題なく

できていた さな外的な でも、

ー ・ トが こってしまいます（3
） 

 

 
【 6】 ー ・ トに る ス 

） （ 01 ）3 をもとに筆者が加筆・修正 
 

また、 はここまでの 論と か 00
の研究を に、 要な エ スの として

下の つを げている。（3 36 ） 

 容度（ ） 
  ステ が、 じ の中で できる  
  力を わ に、最大どのくらい変 できるか。 

  お 6の のこと。 
 力（ ） 
  ステ を変える 度。お の さ。 
 （ ） 
  ステ の の は、 の一 を えれば 

  が しくまたは不 になる にど 

  れ ど いているか。 

 的な （  ） 

  これら つの がどのように、 のある  

  の上下の の下 ステ の や イ  

  スに されるか。 

 ここまでをまとめると、生 ステ に して

外部から ・ があった際に、 の ステ の

有する エ スの度 いによって、 れまでの

に することができるのか、あるいは、

ー ・ トを こし、不 的な変 を げてし

まうのかが まってしまうという イ スを

することができる。 
 

学 学  
 次に、これまで されてきた生 ステ には、

の特 として「 学的 エ ス（  
）」と「生 学的 エ ス（  
）」の つの エ ス があると

・加 （ 01 ）では られている。 
 の は次のようになされている。 
 ま は 平 （ ）にある ステ

を すると、 変 に して ステ は次の

つの変 のう い れかの を すとされる

（ 1 ）。 
ステ は全く を受け 変 しない。 
ステ は変 するがす に平 へと 

 る。 
ステ が変 し、別の特 を有する安 な 

 へと変 してしまう。 
ステ は に れ き、不安 な とな 

 る。 
ここで、 学的 エ スは 上記の（ ）の 、

つまり平 の にある にいて 要となる

特 であり、「一 的な 変 の後、 ステ が平

へと る 力」と 義されている。また、

155

学 の の の



8 

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢 第 36 号 2016 年 

 
 

学的 エ スは、平 に る 度によって

される （ 1 1 ）。また、生 学的

エ スは「 ステ が の 変 の変 を し、

し ける 力」、つまり、 ステ が 変 を

受けた際、 の 要な を する 力である。

生 学的 エ スは、 ステ が別の安

に変 するまでに 容することができる 変 の

大きさによって される （ 1 ）と されて

いる。 して、ある ステ が 変 の を受

けて、 の安 を えて変 し、別の を

有する へと変 してしまう は「 ー ・

ト（  ）」と ばれている。一度 ー

・ トが生じると、 前の安 に ること

は であると えられており、 ステ を まし

い安 に する上で、 ー ・ トが生

じる 、 スの が 要となる（ 1 ）。 
 ここでは、これまで エ スを有する生

ステ の特 であった「外部からの に して、

れまでの に る」という は、 学的

エ スとして えられており、「多 の変 は

しつつ、 の ステ において となる要 は

し ける」 を新たに生 学的 エ スと

して区別していることがわかる。 して、生 学的

エ スにおいて 容されている すら え

てしまうことが ー ・ トであり、 れは不

的なものであることが されている。 
 このように、生 ステ においては の ステ

を するためには エ スが 要であり、

有する エ スが する を えた が

外部から加えられた際に、不 的な変 を こす

「 ー ・ ト」が発生するという スが

できる。ここには、やはりこれまでの 論 り、

エ スを「外部からの にどう するか」

という が く反 していることが見て取れる。

し、先にも たように、 だけではなく

こからの発 まで に めた 論も てきてい

ることに 意が 要である。 
 
 
 
 

3  

 

 次に、社会 ステ （「 3 コ ティの

エ ス」、「 エ ス」、「 際

エ ス」）に する研究を ーしていく。

ま は、社会 ステ 全体に して しているも

のから見ていく。 

 志 （ 016）は、社会 ステ 全体において、

エ スを高めるための様 なア を

としてまとめている10。 では、社会 ステ の

要な 成ア ーとして「 」「自 」「 地

社会」「生 」の 者を し、 れを ー

（ コ ティ） から 際 まで

の バ スの がりで えている。 の上で、

ア ーにおいての エ ス 上ア が

されている。 体的には、社会 ステ におけ

る エ ス要 として、「経 生 の ート

の多様 」「生 の かさの 」「正当 ・

的 バ ス と社会 本」「 な

を じての生 的機 の ・ 」が げられ、

こうした 要 を 上させていくためのア

として、社会 ステ での「社会的学 の

ト ー の がり」「 な を じて

の生 的機 の ・ 」「 的な のための

士の し」「生 の をもたらす んだ

イ ティ の ／ の意 上」「協力者・寄

者等への 切な を じた 興 スの 」

が有 であるとされる。また、こうしたア

を に進めるためには、「 的原 による ス

」という が不 であると えられている。

ここでは、 エ ス のためには、 的な

ア が 要であることが されており、

うした日 の取り が社会 ステ の安 に

しているという、「 機に する 」というこれま

での多くの エ ス よりも の い え

方が されている。 
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じる 、 スの が 要となる（ 1 ）。 
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有する エ スが する を えた が
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「 ー ・ ト」が発生するという スが

できる。ここには、やはりこれまでの 論 り、

エ スを「外部からの にどう するか」

という が く反 していることが見て取れる。

し、先にも たように、 だけではなく

こからの発 まで に めた 論も てきてい

ることに 意が 要である。 
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 次に、社会 ステ （「 3 コ ティの

エ ス」、「 エ ス」、「 際

エ ス」）に する研究を ーしていく。

ま は、社会 ステ 全体に して しているも

のから見ていく。 

 志 （ 016）は、社会 ステ 全体において、

エ スを高めるための様 なア を

としてまとめている10。 では、社会 ステ の

要な 成ア ーとして「 」「自 」「 地

社会」「生 」の 者を し、 れを ー

（ コ ティ） から 際 まで

の バ スの がりで えている。 の上で、

ア ーにおいての エ ス 上ア が

されている。 体的には、社会 ステ におけ

る エ ス要 として、「経 生 の ート

の多様 」「生 の かさの 」「正当 ・

的 バ ス と社会 本」「 な
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が有 であるとされる。また、こうしたア

を に進めるためには、「 的原 による ス

」という が不 であると えられている。

ここでは、 エ ス のためには、 的な

ア が 要であることが されており、

うした日 の取り が社会 ステ の安 に

しているという、「 機に する 」というこれま

での多くの エ ス よりも の い え

方が されている。 
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【 】 エ スを高める のア

 

）志 （ 016）300 をもとに筆者が作成 

 

 次に、 研究における「社会 ステ での

エ ス 成要 」を検討していく。 

 ま （ 01 ）では 多くの で われる

エ トな ステ には、いくつかの 特 が

ある とした上で、 れらを 下の り してい

る。（ 1 ） 

多様 の と さの  

中程度 の 容 と の  

  大 な は、 ステ の のも 

 のを させる れがあるが、中 か 

 ら までの 要 は、 し 生  

 を にし、 の を める。 

行 ト ー の  

  多くの ステ では、一部の ト  

 ー によって ステ 全体が に 

 ることがないように、 の機 

 ステ として作 している。 

ト ー の  

中 制 の不  

の 味 

  ト ー に が きた場 、  

 の機 ト ー にどのような が 

 るのか、もしくは な  

 ト ー にすぎないのかを ート 

 している。 

長 の  

  長で無 なものを するには、  

 れなりのコストがかかるが、 れを見  

 んでもなお エ トな ステ を  

 成することを、自 は として し 

 てきている。 

多くの ステ においては、 要 が な

ト ー によって しているため、一部に

する外的 でも、 ステ 全体に する

ことがありうる。ここでは、 うした は

エ スが いと え、 うした をでき

るだけ こりにくくするために、 ト ー

が しているか、 ト ー が 的に集

中している部 がないか、 長 は担 されて

いるか、という「多様な ト ー 経 の

」という が されている。 

 次に、 （ 01 ）では、   （ 006）
の研究を に、社会－生 ステ の エ

スをつくり すために 要な特 や を、「

エ スのある世 が大事にするもの」として 下

つ げている。（ 0 ） 

 多様 エ スのある世 は、あら る 

  の（生 学的、地 的、社会的、経 的） 

  多様 を 進し、 する。 

 生 的なばらつき エ スのある世 は、 

  生 的なばらつきを制 し ら うとするので 

  はなく、生 的なばらつきを受け入れ、 す  

  る。 

 ー エ スのある世 は、  

  ー になっている 成要 からできている。 

 っくりと変 する変 を する エ 

  スのある世 の政策は、 に する  

  っくりと変 する 変 に する。 

 な ィードバ エ スのある世 

  には、 な（しかし すぎない） ィー 

  ドバ がある。 

 社会 本 エ スのある世 は、  

  とよく された ー ・ ト ー 、 

  ー ー を す。 

 イノ ー エ スのある世 では、 
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  学 、実験、 ー につくられた ー 、変 

  を受け入れることを する。 

 バ スの エ スのある世 の 

  機 や制度は、 バ ス に があ 

  る。 

 生 ー ス エ スのある世 では、 

  では できない生 ー スのす て 

  も めて、開発の や を行う。 

ここでは、先の （ 01 ）が げた「多様 ・

長 」の要 に加え、不 的な ー ・

をもたら うとする変 に する を有するこ

と、過度に にならないようなつながり・ ト

ー を しておくことの 要 が されている。 

 ・加 （ 01 1 ）では、 （1 3）
において された「生 学的 エ ス」の

が、社会生 ステ 、社会 ステ の にも

に されるようになったことで、 の

が見られると ている。また、社会生 ステ

における エ スの 義について、（1）
ステ が や機 を なまま 容できる変

の 、（ ） ステ が自 する 力、（3）
ステ の学 ・ 力、の 3 つ11を紹介してい

る。また、社会 ステ の では、 （ 000）
が社会 ステ での エ スに し、

これを「社会的 エ ス  」と

、社会的、政治的、 的な変 の 果として生

じた外的なスト スや変 に する集 、コ

ティの 力（ 1 ）と 義している。また、

ら（ 00 ）の研究において、 エ スが

に し、 する社会 ステ の 力であり、

の を し、 する 有の や、ある

に じて 編成し、変 し、学 する社会 ステ

の 力を高める スを もの（ 1 ）

と 義されていることを紹介している。ここでは、

生 ステ に いられていた エ ス

が、より 間に を当てた社会 ステ に

まれたことによって、 の する要 が

充する れが える。 して、 の中でも、変 か

ら の に するという意味 いだけではな

く、 の ス自体を学 し、 ステ 全体

の を 上させるという で の がりが見

られる。 

 最後に、 ・ （ 01 ）の研究を紹介する。

ここでは エ スを ステ 、企業、 が

度の 変 に したとき、 本的な 的と

全 を する 力 （10 ）と した上で、 経

ステ であれ生 であれ、 エ トな

ステ は の変 や 的な の を感 す

る の高い「 ィードバ の 」を

備えている （13 ）と する。この

の スとして ーの により、

に していること、あるいは が られたこ

とを ったとき、 エ トな ステ は 的

成の方 と のス ー を「 イ に

」して、 を する。 して多くの場 、

内 する が作 する。 機に す

るまで していた が、 中の

体のように ステ の を する に 発 す

るのだ （1 ）と られている。生 ステ

の で した「 ィードバ ・ ー 」にお

ける と した要 － 、 の

－がここでも見られる。 し、ここでは 機

に するまで していた （1
）と表 されているように、

エ スというものは、 機発生 だけ存 する

ものではなく－ れは 機の に されるだけ

であって－、日 においても 的に される

のものであるという え方が見て取れる。このこ

とは、 エ スを「 機に する 力・

力」といった いて 後ではなく、より い の

要 を しているように思われる。 

 また、 ら（ 01 ）は、 エ スの 成要

を 下の り している。（1 、 ） 

 の高い ィードバ ー  

 イ な  

 有の  

  

 ー  

 正な  

 高 度  

  

 多様  
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  学 、実験、 ー につくられた ー 、変 

  を受け入れることを する。 

 バ スの エ スのある世 の 

  機 や制度は、 バ ス に があ 

  る。 

 生 ー ス エ スのある世 では、 

  では できない生 ー スのす て 

  も めて、開発の や を行う。 

ここでは、先の （ 01 ）が げた「多様 ・

長 」の要 に加え、不 的な ー ・

をもたら うとする変 に する を有するこ

と、過度に にならないようなつながり・ ト

ー を しておくことの 要 が されている。 

 ・加 （ 01 1 ）では、 （1 3）
において された「生 学的 エ ス」の

が、社会生 ステ 、社会 ステ の にも

に されるようになったことで、 の

が見られると ている。また、社会生 ステ

における エ スの 義について、（1）
ステ が や機 を なまま 容できる変

の 、（ ） ステ が自 する 力、（3）
ステ の学 ・ 力、の 3 つ11を紹介してい

る。また、社会 ステ の では、 （ 000）
が社会 ステ での エ スに し、

これを「社会的 エ ス  」と

、社会的、政治的、 的な変 の 果として生

じた外的なスト スや変 に する集 、コ

ティの 力（ 1 ）と 義している。また、

ら（ 00 ）の研究において、 エ スが

に し、 する社会 ステ の 力であり、

の を し、 する 有の や、ある

に じて 編成し、変 し、学 する社会 ステ

の 力を高める スを もの（ 1 ）

と 義されていることを紹介している。ここでは、

生 ステ に いられていた エ ス

が、より 間に を当てた社会 ステ に

まれたことによって、 の する要 が

充する れが える。 して、 の中でも、変 か

ら の に するという意味 いだけではな

く、 の ス自体を学 し、 ステ 全体

の を 上させるという で の がりが見

られる。 

 最後に、 ・ （ 01 ）の研究を紹介する。

ここでは エ スを ステ 、企業、 が

度の 変 に したとき、 本的な 的と

全 を する 力 （10 ）と した上で、 経

ステ であれ生 であれ、 エ トな

ステ は の変 や 的な の を感 す

る の高い「 ィードバ の 」を

備えている （13 ）と する。この

の スとして ーの により、

に していること、あるいは が られたこ

とを ったとき、 エ トな ステ は 的

成の方 と のス ー を「 イ に

」して、 を する。 して多くの場 、

内 する が作 する。 機に す

るまで していた が、 中の

体のように ステ の を する に 発 す

るのだ （1 ）と られている。生 ステ

の で した「 ィードバ ・ ー 」にお

ける と した要 － 、 の

－がここでも見られる。 し、ここでは 機

に するまで していた （1
）と表 されているように、

エ スというものは、 機発生 だけ存 する

ものではなく－ れは 機の に されるだけ

であって－、日 においても 的に される

のものであるという え方が見て取れる。このこ

とは、 エ スを「 機に する 力・

力」といった いて 後ではなく、より い の

要 を しているように思われる。 

 また、 ら（ 01 ）は、 エ スの 成要

を 下の り している。（1 、 ） 

 の高い ィードバ ー  

 イ な  

 有の  

  

 ー  

 正な  

 高 度  

  

 多様  
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の上で、 エ スを ・ 上させるための

方 として、 下の要 を げている。（1 、 ） 
 ステ の にある への要 を「 集中 

  」もしくは「 」すること。 

  特 の仕事を完成するための を多様 す 

  ること。また、切 した に った ステ  

  はときとして、より大きなコ テ ストから自 

  らを完全に切り し、 きを して平  

  より 存の度 いを なくする。 

 ステ の イ と を  

  するための 切な手順の実  

 ここまで、社会 ステ 全体における エ

ス についての 研究を してきた。 こでの

した え方として、社会 ステ を ト ー

の 成 として えた上で、 れが過 に集中・

にならないような ・方 を 指していくこ

とが エ スを 上させる、という見方が存

した。また、 エ スが平 へ ることとい

う意味 いよりも、より ティ に発 的な

を入れたこと、また、 エ スが 機発生 に

の 存 するものではなく、平 ・日 においてど

う エ スを高めていくかという が 要で

あることが されていた。 

 

3  

 次に、 における エ ス の

え方について見ていく。 

 ま （ 01 ）は、世 経 ーラ の「

ーバ 013 年度 」において「 エ

ス」が 安 、 長 、 ・ の かさ、

反 力、 力の つの要 で 成されている（ 0
）と紹介し、この つの要 を の つの

ステ （経 、 、 バ ス、イ ラ、社

会）ごとに見ていくことで、「 の エ ス」

の や ができる （ 0 ）と し

ている。 

 次に、 （ 013）では エ スについ

て「平 」と ばれる においても、実際には実

にさまざまな の 機に は まれ けてい

るのであり、 れに する である エ ス

を っていることが、成長の には （1

）なのであり、「 による を最 に

える の長期的な 」が 要 （61 ）と

しており、 の 要な を を受け

ない 、 を最 する 最

、 す に する （1 1 ）

の 3 つにまとめている。やはりここでも、「 機に

する り方」が エ ス の になっては

いるが、平 ・日 においても エ スを高め

ていくことは 要であり、 れが の成長につな

がるという、より された での がなされて

いることがわかる。 れは、「一  」の

が されているという意味だけではなく、外部

からの への「  」や「  

」、 を受けた後で に るという

「  」や、新しい へのス ー な「引

き    」等の意味を んでいる

（6 ）という部 からも見て取れる。 

 

3  

 ここで、コ ティの エ ス につい

ての 見を見ていく。ま 原（ 013）が わが

において ー ー としての

エ スがとりわけ を集めるようになってきたの

は、東日本大 （ 011） であ う。この

においては、 に いて の 機の行 が多くの

を い、 からの 期の を ったことは

よく られているが、一方で、 れがうまく行か

に が 大したり、 が われた例も され

ている。 エ スが を したといっても

過 ではない （ ）と指 しているように、日

本では の 的特 として エ ス研究が

進んでいた中で、 を イ として 体・

コ ティ での エ スに して

が当てられるようになっている。また、志 （ 016）
においても という大きな に して、「

れを受け め、新たな安 を する」ために

コ ティはどうあればよいのかを えるには

「コ ティ・ エ ス」の検討が 要にな

る。大きな に見 われた 、行政機 は し

機 を果たすことが しくなる。 の 地で

が生 の を 指すならば、 興の はコ
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ティにあるといえ、 のコ ティにとって

が 要なのかを えることになる。コ ティ・

エ スとは うした意味を った「地 の

力」（ 300 ）とあるように、コ ティ

の さ・ 力について検討するための とし

て「コ ティ・ エ ス」が取り上げられ

ている。このように、大 な自 を契機にし

てコ ティ・ エ スに が集まるとい

った れは、日本 自のものではない。 ・

（ 013）において されているように、ア

でも ー ト ー における からの

りのス ード・ にコ ティごとの があ

ることから、コ ティ・ エ ス研究が進

した例がある。 

 次に、コ ティ・ エ スの 要 につ

いて検討していくが、ま 論的なことを えば、

コ ティにおいて エ スを高めるために

要な要 としてよく上がってくるのが、「つながり」

「 ト ー 」であるということである。

（ 01 ）では、 （ 01 ）、 ・ （ 013）
の研究を じて、 エ スの高いコ ティ

には社会 本（  ）が存 すると 論

けている。 

な 、 や地方 体、 、 な

どによって じ が行われるにもかかわ

ら 、 後、 する地区と うでない

地区が存 するのか。ア ド は、

のはやいコ ティの を るとい

うア ー をとり、 こに エ ス

を高めている要 を見いだ うとする。ま

さに における 生成の え方のコ

ティへの が、ア ド の地

コ ティの エ スの え方にな

っている（  01 ）。 して、ア ド

が エ スの高いコ ティ

の として するのが、 ー ・

（社会 本）という、こん

に のもう一つの ー ードとも えるも

のである （11 ） 

と ー ーも次のように てい

る。「 力な社会的 エ スの存 する

とこ には、 力 いコ ティが存

する らかになったのは、 に

し、 を すために エ トなコ

ティが り とするのは、 い に

ざしたイ ー な ト ー だ

ということだ」（    01 013
1）。つまり、コ ティ・ エ ス

にとって ー ・ が「 り

」になる。 

 ー ・ 、または社会的

ト ー は、地 コ ティの

エ スという集 の だけでなく、

の エ スにとっても大きな 割

をはたす。「特 のコ ティの一員が

から る力は、 に機 する社会

的 ト ー （ 、 、 教 体、

地 体、充実した 場、行政による

や ー スを できる ）によっても

される」（    01 013
1 0）”（1 ） 

機からの が い（ エ スの高い）コ

ティには、 な社会的 ト ー が存

しており、 の ト ー を介 としたコ

ティ内の が かな ー ・

を 成しているという が かれている。 し、

はコ ティにおける エ スは有事の

際だけではなく、 し 「日 」にこ 要な

であることを指 している。 

「日 」はあり れたものであり、 り

し（ ーティ 、つまり「いつもの」こと、

にはまった行 、日課など）から成り

っている。日 が ならざるものとなった

とき、社会にしても にしても、日 を

取り す、つまり日 を新たに創り す

要がある。 エ スとは、非－日 と

なった に し、新たな日 を創り

す力である。新たに、というのは、社会、

して において、 どおりに るとい

うことはないためである。一方 に 的

に れる 間と に変 する のなかで

の ーティ は、 じものの反 では
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ティにあるといえ、 のコ ティにとって

が 要なのかを えることになる。コ ティ・

エ スとは うした意味を った「地 の

力」（ 300 ）とあるように、コ ティ

の さ・ 力について検討するための とし

て「コ ティ・ エ ス」が取り上げられ

ている。このように、大 な自 を契機にし

てコ ティ・ エ スに が集まるとい

った れは、日本 自のものではない。 ・

（ 013）において されているように、ア

でも ー ト ー における からの

りのス ード・ にコ ティごとの があ

ることから、コ ティ・ エ ス研究が進

した例がある。 

 次に、コ ティ・ エ スの 要 につ

いて検討していくが、ま 論的なことを えば、

コ ティにおいて エ スを高めるために

要な要 としてよく上がってくるのが、「つながり」

「 ト ー 」であるということである。

（ 01 ）では、 （ 01 ）、 ・ （ 013）
の研究を じて、 エ スの高いコ ティ

には社会 本（  ）が存 すると 論

けている。 

な 、 や地方 体、 、 な

どによって じ が行われるにもかかわ

ら 、 後、 する地区と うでない

地区が存 するのか。ア ド は、

のはやいコ ティの を るとい

うア ー をとり、 こに エ ス

を高めている要 を見いだ うとする。ま

さに における 生成の え方のコ

ティへの が、ア ド の地

コ ティの エ スの え方にな

っている（  01 ）。 して、ア ド

が エ スの高いコ ティ

の として するのが、 ー ・

（社会 本）という、こん

に のもう一つの ー ードとも えるも

のである （11 ） 

と ー ーも次のように てい

る。「 力な社会的 エ スの存 する

とこ には、 力 いコ ティが存

する らかになったのは、 に

し、 を すために エ トなコ

ティが り とするのは、 い に

ざしたイ ー な ト ー だ

ということだ」（    01 013
1）。つまり、コ ティ・ エ ス

にとって ー ・ が「 り

」になる。 

 ー ・ 、または社会的

ト ー は、地 コ ティの

エ スという集 の だけでなく、

の エ スにとっても大きな 割

をはたす。「特 のコ ティの一員が

から る力は、 に機 する社会

的 ト ー （ 、 、 教 体、

地 体、充実した 場、行政による

や ー スを できる ）によっても

される」（    01 013
1 0）”（1 ） 

機からの が い（ エ スの高い）コ

ティには、 な社会的 ト ー が存

しており、 の ト ー を介 としたコ

ティ内の が かな ー ・

を 成しているという が かれている。 し、

はコ ティにおける エ スは有事の

際だけではなく、 し 「日 」にこ 要な

であることを指 している。 

「日 」はあり れたものであり、 り

し（ ーティ 、つまり「いつもの」こと、

にはまった行 、日課など）から成り

っている。日 が ならざるものとなった

とき、社会にしても にしても、日 を

取り す、つまり日 を新たに創り す

要がある。 エ スとは、非－日 と

なった に し、新たな日 を創り

す力である。新たに、というのは、社会、

して において、 どおりに るとい

うことはないためである。一方 に 的

に れる 間と に変 する のなかで

の ーティ は、 じものの反 では
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できない。「日 」は や集 の かで、

創 的ともいえる エ スの作 によ

って されている（こうした社会の

や との 作 実 が社会学の中

をなすテー をなしてきた）。 

 日 が大きく れ、 が ーティ を

取り う（創 しよう）とするとき、自

らの日 の社会的 ト ー を修 し、

作り す 要がある。 も うである

が、日 と異なることが生じた のあ

るとき、自らの社会的 ト ー のなか

の（一部の） た の を し、

を取 うとする（つながっていることを

しようとし、 できないと不安に

る）。 も日 、 して ーティ のきわめ

て 要な 成要 である。したがって、

ー ・ が かな地 では、

地 の社会的 ト ー を取り すこと

が、 の ト ー のなかの れ れの

の「日 」を「取り す」うえでの と

なる （1 16 ） 

コ ティの エ スと ー

・ を えるうえで、地 のア

イ ティティとしての や など

の（ 者にとって） につきやすい記 だ

けでなく、日 を くっている、あり

れた、 行されることのなかに れる記

についても える 要がある （1 ） 

つまり、一見大きな変 のないような平 ・日 と

いうものも、 間の経過という不 的な の中

で不変であるということはありえ 、 に変 しな

がら の を しようとしている。 のことを

前 とすると、日 の のものの イ ス

において れを成 させる要 としての エ

スを することができるということである。 し

て、 のような エ スに えられたコ

ティは、非日 ・有事の際に ステ を させ

ようとする正の ィードバ が くという、

された エ ス の がここでも見られる。 

 次に ・鈴木・畠山（ 013）において、 （ 01 ）

の いわば大 のなかでの 的な と を

見る過程では見 しが な 地 や集 の内部に

された 力やコ ート 力 問題

力などに を けていくための であり、

れ に地 を していく原 力を の地

に め まれ育まれていった文 や社会的 のな

かに見ようとするもの （1 1 ）というコ

ティ・ エ スの 義を げた上で、 （ 01
6 0 ）の研究を に、コ ティ・ エ

スの 上 策を 下の3 にまとめている。（ 1 ） 

 の変 に じて ス を する（自らに 

  とって大きい ス となる ードを し、 

  れについては 策を じ、 れ 外の  

  ードについてはあえて の 力をしないとい 

  う を行う）。 

 大きな ス についてはできる り を  

  する（ と 策）。 

 れでも が た場 に 期の を 指す 

  （ 要最 の社会機 の 、 期 を  

  にする に け、 者間で かつ正  

  な の 一を ることができる 力と、 

  問題 に 要となる を要 に じて 

  し、 切に イ ーに する 力の  

  上を る）という手順を ことにより、 の 

  力が高まる。 

また、 平（ 01 ）においては、 からの

エ ーが高いコ ティの を 下の りま

とめている。（ ） 

 自地 の  

  地 の 力を が じられる実 をつくって 

  いる。（ だんから 度の高い行政・地 ー 

  ス・ 度 ） 

 志  

  が こる前から 一の場 の 興計画・先 

  の 興の ・ を いつの でも す 

  方策を てている。（地 の のストー ー ） 

 自地 の  

  地 の存 意義を らかにし、 の地 的ア 

  イ ティティを 成できている。 

 自地 の受容  

  多 の問題や を感じても が地 を全体 

  として できる。 
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 的地  

  だんから自治体や地 は、 本的に に  

  する存 であることを が 得できる行政 

  をしている。 

 地 の と  

  の地 による への が 成されている。 

  （ のために自地 から 地 への ステ 

  の も） 

 平 さ  

  の最中も、 に われないで の を 

  担当する の 員（部 ）を 意している。 

 集  

  えられる だけでなく、地 で計画準備し 

  た ステ をもっている。 

 （地 の 集 ） 

 ス テー  

  ときに地 で を つ 自な をする  

  意・制度がある。 

 実存的  

  を う を うのは最終的に地 なのだ 

  という意 ・体制・ がある。 

・ という特 の 機を前 とした 義であ

り、これはやはりコ ティ・ エ スが

された契機に大いに を受けていると えられ

るが、コ ティに するアイ ティティや内

部での の 発度 いといった ー ・

の要 が大部 を めていることが特 であ

る。 
 最後に、 田（ 01 ）では「身 な地 の と

のつながり」、「 こで される 恵」、「 意の

成」、「 力」がコ ティ・ エ スの

要 であり、 進要 として「地 の自 」、「

の中で え う地 社会」、「 と 入を得るため

の生 」を げており、ここでは平 における

コ ティの ・発 要 としての え方が見

られるが、ここでもやはり ー ・

と多 に なる部 が多く、 の を する

ためにも、コ ティ・ エ ス の

を 指すことで、 の 異 を っていく 要が

あると えられる。 

 

 

 
 ま エ スに する検討を進める前に、

本稿 3 において「 」と「コ ティ・ ・

際 」とをどのように区別しているかについて

する 要がある。より な区別の が

要ではあるが、本稿においては「 成員間の

が 的高い に たれており、有する もあ

る程度一 している集 」のことを「 」と表

することにする。例えば、一企業、一学校のような

集 を指す。こうした「 」は地 のコ テ

ィや といったある程度 度の高い集 とは

的 異があると えられるため、本稿では別

として 論を行う。 

 うした上で、 エ スの 義を検討す

る際に、中原ら（ 01 ）の エ スとは、

する 機や学 機会によって得られる課題に

して、 的反 を生 す である（  
  003）。例えば、 が事 や に見

われた際、 の は事 や といった 機を

り え、より な ステ を することが め

られる。 エ スは のような 的反

を生 す を することが められる（1 ）

という指 が参 になる。ここでは、 エ

スは に 成・ されうる「 」であり、

れが変 の イ で 的反 として す

るようなものであるという が見て取れる。 

 

 

 次に、 エ スが有する や の 成

要 についての 研究を見ていく。ま 中原ら（ 01 ）

では、“ エ スはとりわけ 的反 を

にする 力によって 成”（1 ）されており、

  （ 00 ）において の 力が

「 エ ス 力」と ばれていると する。

して、 の エ ス 力には、「 的

エ ス」、「行 的 エ ス」、「文 的 エ

ス」の 3 つがあるという（表 ）。 的 エ

スとは、 様 な生き り（ ）をかけた

において、あら る反 に して し、 し、

式 する 力である。この 的 エ スを
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された契機に大いに を受けていると えられ
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部での の 発度 いといった ー ・

の要 が大部 を めていることが特 であ

る。 
 最後に、 田（ 01 ）では「身 な地 の と

のつながり」、「 こで される 恵」、「 意の

成」、「 力」がコ ティ・ エ スの

要 であり、 進要 として「地 の自 」、「

の中で え う地 社会」、「 と 入を得るため

の生 」を げており、ここでは平 における

コ ティの ・発 要 としての え方が見

られるが、ここでもやはり ー ・

と多 に なる部 が多く、 の を する

ためにも、コ ティ・ エ ス の

を 指すことで、 の 異 を っていく 要が

あると えられる。 

 

 

 
 ま エ スに する検討を進める前に、

本稿 3 において「 」と「コ ティ・ ・

際 」とをどのように区別しているかについて

する 要がある。より な区別の が

要ではあるが、本稿においては「 成員間の

が 的高い に たれており、有する もあ

る程度一 している集 」のことを「 」と表

することにする。例えば、一企業、一学校のような

集 を指す。こうした「 」は地 のコ テ

ィや といったある程度 度の高い集 とは

的 異があると えられるため、本稿では別

として 論を行う。 

 うした上で、 エ スの 義を検討す

る際に、中原ら（ 01 ）の エ スとは、

する 機や学 機会によって得られる課題に

して、 的反 を生 す である（  
  003）。例えば、 が事 や に見

われた際、 の は事 や といった 機を

り え、より な ステ を することが め

られる。 エ スは のような 的反

を生 す を することが められる（1 ）

という指 が参 になる。ここでは、 エ

スは に 成・ されうる「 」であり、

れが変 の イ で 的反 として す

るようなものであるという が見て取れる。 

 

 

 次に、 エ スが有する や の 成

要 についての 研究を見ていく。ま 中原ら（ 01 ）

では、“ エ スはとりわけ 的反 を

にする 力によって 成”（1 ）されており、

  （ 00 ）において の 力が

「 エ ス 力」と ばれていると する。

して、 の エ ス 力には、「 的

エ ス」、「行 的 エ ス」、「文 的 エ

ス」の 3 つがあるという（表 ）。 的 エ

スとは、 様 な生き り（ ）をかけた

において、あら る反 に して し、 し、

式 する 力である。この 的 エ スを

1  

学校 への エ ス の の検討 

 

身につけた は、 機的な においても新たな

ス を発 させる機会を発見し、 する力を身

につけることになる（    00 ）”。
（1 16 ）また、行 的 エ スは を

前進させる際のエ のような 割を担う。この

行 的 エ スはあら る が 機的な

に かれた際に、多くのことを学 し、 してい

くための原 力となる 力である。この行 的

エ スがあることで、事 や から得た教 を

らかのア につなげることができる

（1 16 ）。最後に文 的 エ スとは

的 エ スと行 的 エ スを し、

れらを する「文 」を える 力である。様

な と行 を する、いわば「 」を える

ための エ ス 力 （1 16 ）であると 義

けられている。 

 

【表 】 エ ス 力と 成要 16  

）中原 （ 01 ）16 をもとに筆者が作成 

 
 

 いて、 ・ （ 013）は、 エ スが

高い の例としてテ の の非政 集

を げ、“ の 力な指 ではなく、 機

変で、 長的で、イ ー な社会的 に

よって している”（ ）ことで、“ るやかに

つく ト ー のなかで 成要 が自 し、

自 を発 する イ ス”（ ）が くと

している。 し、こうした力学が くのは、

うした い集 に まらないとも指 する。 

高度な エ スを す ー は

を つ だけではない。文 的なア

イ ティティも エ スを高める

割を果たしている。中 間 士の

いき なを する文 的 ー の一

員は、 として い エ スを発

するということだ。中 特 のコ

ティの一員が から る力は、

に機 する社会的 ト ー 、

、 教 体、地 体、充実した 場、

行政による や ー スを できる

によっても される（16 1 0 ） 

これは エ スだけでなく、社会 ステ

の エ スにも する要 であると思

うが、 の を担 するための文 的なアイ

ティティ・ の 有、 に機 する

ト ー の存 が 要であることが られている。

また、「 の多様 」が 要であるとも っている。 

の多様 が高いというのは、さまざ

まな え方をする バーが ー 内に

している をいう。 学的

により、 ー 内の の多様 を高める

ことが成果の大 な 上につながる

が されている （ 1 ） 

いて、 エ スの高い に する特 に

ついて、けっして大 かりで ー な機 では

なく、 機 、私的な 、イ ー な社

会的 ト ー 、 、社会の 者、 術的

ラ ト ー といったものを 間をかけて ん

だ ーのようなもの （3 3 3 ）と表 し、

これを「アド ラ ー」と している。これは、

ー のイ ー な 割 担、 準的な業

務手順の 、 興 、 い イ 、

的な 、 ー への 委 、 機

の など （3 3 3 ）を特 としている。 し

て のような エ スの高い においては、

ー ーが 要な 割を果たすと している。 

本当に 要なのは、 エ ス し

て社会的イノ ー が育 やすい場

機 と 興的な のあいだ

の 地 において 割り の

の を 完しようとする だ。 れこ

、 エ トな やトラ ス ー

ー ーが実 していることであ

る。協 的行 の 地を作り、 を

つけ、 を取りつけ、 が の 地

に集まるように取り計らう。 ー ーは、

や ではなく、 力と によっ

て する （3 3 6 ） 

成

状 な
し 合

な状
し 用し な

2 成 合
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これまで見てきた り、 や ステ における

エ スに する の の研究 様、 ー

・ 的な要 が大部 を めているが、

当研究では、 ー ー 的 の 割について

されている が特 的であると えられる。ここ

から、 エ スが自 発生的・安 的に存

しているようなものではなく、 の中の バー

－特に の ー ー－が エ スの 成・ 上

に しているという、より 的な イ が導

される。 

次に、 原（ 013）においても、 エ

スの要 として「 」の を導入し、 成

員が エ スを高めるための 力（

エ ス 力）を「 生 する れのある

の 」「 の 」「

した への 」「 に る

スに する学 」と した上で、 の 要 を

切に機 させるための 要 として「  
への 術力・ 」「   
力等」「    身の

」「 前 きな 度、 感等」を げ

ており、 はス に しこれら つの 要

を高める教育 を じる 要があると して

いる。（ ）また れに 加する で、 成

員が実 場 において エ スを 上させるた

めの を 下の り げている。（ ）

生じ得る 、過去の エ スの成 ・ 

 を、自 内外から学 、自 の  

エ ス 上に かす の学 が 要。

一 とりが エ ス行 を取るときに、 

エ ス行 を 容する の 地が  

 に えられていることが 要。 

に エ ス行 がうまく行かないとして 

も れを めない文 が 要。な なら、 め 

ると本 に、次 から自発的な  

エ ス行 を けることを してしまうからで

ある われたことだけをする文 となってし 

 まう 。 

エ ス行 をするための 機 、 、 

間的 などの ースが、 な で 

（事前に）準備され、 要 に に でき 

 ることが 要。 

一 とりが エ ス行 を取ったときに、 

の わせ、 わせのま さにより生 

じる事 機 事 を けるためのコ  

ト ー が 要。

 ここまで見てきた り、 エ スの

が になると、 の 成員に する要 へ

の 度が高くなっていることがわかる。これは、

最 に した「 成員間の が 的高い

に たれており、有する もある程度一 して

いる集 」という の要 が多 に している

と えられる。つまり、社会 ステ では、

の バーは は の行 をとることも

なく、 的に エ スを する 体として

見られることが ないが、 においては、

バー間の もより で 的を じくし

ていることも多いため、 バーの行 が

エ スに している が しやすくな

っているのだ うと できる。 のため、

エ スを社会 ステ の エ スと

区別して検討する一 の意義があると思われる。 

 

 ここまでは「 」を エ スの として

いる 論を検討してきたが、 地（ 013）は、

を 一のものと えるのではなく、さらに ー

の エ スを加えることにより、 にお

ける エ スを 的に することが に

なる （ ）と指 する。 ー の

エ スとは、 の エ スの を集

に引き上げて、 ー に備わる 力を えよう

とする である。（中 ） ー に する バ

ーの 務 エ スの なる ではなく、

には できない、 ー 全体に備わるもの

（13 13 ）であり、 ー 全体が な に

し、一 的に全体的に んだ ードに っ

たり、士 が下がったり、 になったりした

際にも、 の に ることができる ー の

力に する バーの （1 ）と 義 けす

る。ここでは、 ー という を有機体として

えた上で、 ー エ スも の エ
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これまで見てきた り、 や ステ における

エ スに する の の研究 様、 ー

・ 的な要 が大部 を めているが、

当研究では、 ー ー 的 の 割について

されている が特 的であると えられる。ここ

から、 エ スが自 発生的・安 的に存

しているようなものではなく、 の中の バー

－特に の ー ー－が エ スの 成・ 上

に しているという、より 的な イ が導

される。

次に、 原（ 013）においても、 エ

スの要 として「 」の を導入し、 成

員が エ スを高めるための 力（

エ ス 力）を「 生 する れのある

の 」「 の 」「

した への 」「 に る

スに する学 」と した上で、 の 要 を

切に機 させるための 要 として「  
への 術力・ 」「   
力等」「    身の

」「 前 きな 度、 感等」を げ

ており、 はス に しこれら つの 要

を高める教育 を じる 要があると して

いる。（ ）また れに 加する で、 成

員が実 場 において エ スを 上させるた

めの を 下の り げている。（ ） 

生じ得る 、過去の エ スの成 ・

を、自 内外から学 、自 の

エ ス 上に かす の学 が 要。 

一 とりが エ ス行 を取るときに、

エ ス行 を 容する の 地が

に えられていることが 要。

に エ ス行 がうまく行かないとして

も れを めない文 が 要。な なら、 め

ると本 に、次 から自発的な

エ ス行 を けることを してしまうからで

ある われたことだけをする文 となってし

まう 。

エ ス行 をするための 機 、 、

間的 などの ースが、 な で

（事前に）準備され、 要 に に でき

ることが 要。

一 とりが エ ス行 を取ったときに、

の わせ、 わせのま さにより生

じる事 機 事 を けるためのコ

ト ー が 要。

ここまで見てきた り、 エ スの

が になると、 の 成員に する要 へ

の 度が高くなっていることがわかる。これは、

最 に した「 成員間の が 的高い

に たれており、有する もある程度一 して

いる集 」という の要 が多 に している

と えられる。つまり、社会 ステ では、

の バーは は の行 をとることも

なく、 的に エ スを する 体として

見られることが ないが、 においては、

バー間の もより で 的を じくし

ていることも多いため、 バーの行 が

エ スに している が しやすくな

っているのだ うと できる。 のため、

エ スを社会 ステ の エ スと

区別して検討する一 の意義があると思われる。

ここまでは「 」を エ スの として

いる 論を検討してきたが、 地（ 013）は、

を 一のものと えるのではなく、さらに ー

の エ スを加えることにより、 にお

ける エ スを 的に することが に

なる （ ）と指 する。 ー の

エ スとは、 の エ スの を集

に引き上げて、 ー に備わる 力を えよう

とする である。（中 ） ー に する バ

ーの 務 エ スの なる ではなく、

には できない、 ー 全体に備わるもの

（13 13 ）であり、 ー 全体が な に

し、一 的に全体的に んだ ードに っ

たり、士 が下がったり、 になったりした

際にも、 の に ることができる ー の

力に する バーの （1 ）と 義 けす

る。ここでは、 ー という を有機体として

えた上で、 ー エ スも の エ

17 
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スとは区別し、 れ自体で える きであるとい

う見方が える。また、 エ スと

エ スの間に、 ー エ スを えて

した として、 業員は、 全体の とい

うよりも、より身 な ー （部 ）の や

特 により を受ける。 してさらに、 は

ー に まれた際、自 のアイ ティティよ

りも ー のアイ ティティを 先し、 のため

ー の特 や が大きく の に を

すことが されているため（     
00 ）”（ ）であると する。 して、 ・

ー ・ の エ スを するための

として、 ティ イ トの発生前、発生中、「発

生後の における 要な要 を見 す（ ）

ことを げる。こうした見方をすることによって、

エ スの発 は、日 からの準備 、

ティ イ ト発生中の 、 して発生後の取

り までの一 の ステ を することで、よ

り な が になると えられる 1213（ ）

というのである（ ）。ここには、「日 における

エ ス」を めたより 的な エ ス

の が存 する。こうして、 エ

スだけでは えきれないア ー間の や

進・ 要 を するための区 として、 ー

エ スという を いることに一 の意義

があると えられる。 

【 】 と の 次 ト ス

の  

） 中の 印は 過程を表す。 

） 地（ 013） をもとに筆者が作成

 

 に する エ スは、 の 的特

に特に を当てている。 

・ 津（ 01 ）によれば、 エ ス

とは、“ （1 ）によって めて された

であり、「 な にもかかわら 、 しよう

とする 」と 義された。すなわ 、 な

からの りを意味する。この エ スとい

う は、日本 では「 力」「 的 」など

と され、 ・中 ・ 子・長 （ 00 ）は「

で 的な にさらされることで一次的に

的不 の に っても、 れを り え、

的 を さ 、 く している」 と し

ている （ ）と がなされている。また、 地

（ 013）において、 エ スの 義にお

いて する要 として、「 な に すると

いう ・ 要 をきっかけに、一 的に 的

不 の に ったり、 力を発 できない

に ったりするという 」と「完全な機 不全に

ら に の に する 」の があると

られている（11 1 ）。つまり、ここでもこれ

までの様 な における エ スの 義

様、 らかの外部 が前 として存 した上で、

れに してどのように していくのかという、

「 機に する反 」という要 が となっている

ことが できる。 

研究  

 次に、 の 的 に して エ ス

が導入されていく研究上の れについて検討して

いく。 

ま 、 （ 01 ）は、 学の において

エ ス が われるようになった に、

“「 イ スの から ラスの へ」という 開”
（ ）があったと指 する。

などの い を つ 者

や、 との別 や の 、 とい

った の中に生きている子どもた な

どの研究において、「 な によって

多くの な問題を えている 」もいれ

16
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ば、「 にも わら 生を してい

る 」もいる この きが、 エ

スへの や研究のきっかけとなったの

です。（中 ） れまでは、「 や が

どのように不 などの問題を引き こ

すか」という イ ス の研究が中 だっ

たのですが、「 や にも わら 、

問題を引き こさない や、 や を

ば にしてさらに成長している もいる

が、 れは があるからなのか 」という

ラス の研究が まり、1 年に

ーという研究者が エ スの

を したとされています （ 0 ） 

ある での を する 的・ 的な研

究 から、 うした に してどういう要 が

を えるのか／ 果があるのか、という 的・

的な へと変 したことが、「 機からの 」

という エ スの と する 果となっ

たことが える。 

 また、 平（ 01 ）は、 エ スが「

機からの 」という 的な だけでは

なく、“ の 準の を上 る 的な成長など、

もっと ティ な変 を生 という え方も生ま

れてきた”（ 6 ）と る。 して、

エ スによってもたらされた正の変 について、

ア の 学者   （1 6）は、

トラ 経験後の 的成長「トラ 後成長」

（  ）として 論 した （ 6
）と している（ ）。こうした エ

スにおける「 」の は、村木（ 016）にお

いても 先行研究における 義を すると、 な

くとも 下の つの要 を見 すことができる。

つは、「 的な 成」としてこれまで えられてい

た「 」の である。（中 ） す き 的

大として、 エ スの要 に「成長」を め

て える見方がある （ 6 ）という で指 がな

されている。 

 

【 】 エ ス・ ー ィ ス・トラ 後

成長の 式  

） 平（ 01 ） 6 をもとに筆者が作成 

 

 に、 ・ （ 013）では、高 （ 00 ）の

研究を例に げながら、“最 では な の な

ら の日 生 に果たす 割についても検討

する意義がある”（ ）ことを指 しており、「平

における エ ス」という にまで

が されてきていることがわかる。 

 次に、村木（ 016）において、 エ ス

に する研究手 や される においても、

的な変 があることが指 されている。 こでは、

（ 00 ）・ （ 00 ）の研究を に、

つの として がなされている。 

ま 第 1 としては、 に た、研究

期の イ ス な における

記 的な研究であった。 く第 にお

いては、 エ スを スとして

し、 ス 子と 子の およ

の を行った。ここでは ス 下

にあっても、 れに して 的に機 す

る様 な 子の有無によって、 の

に いが られるという 作

果が された。第 3 の研究では、

や介入を 的とした実験研究が行われた。

エ スが イ ス な からの

りであるという文 に加えて、

ティ 学の である、 を 進し、

より 生を かにするという からも

論じられるようになったと えよう。 し

て 年では第 の研究として、様 な

で研究 見の が進 とともに、 伝と

の 作 の検討など、新たな か
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する意義がある”（ ）ことを指 しており、「平
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的な変 があることが指 されている。 こでは、
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つの として がなされている。 
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記 的な研究であった。 く第 にお
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て 年では第 の研究として、様 な

で研究 見の が進 とともに、 伝と

の 作 の検討など、新たな か
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らの エ ス研究も進んでいる（

） 

大きな れとして、 記 的な研究から、

スまで んだ エ ス の 的研

究、 して、 エ スを高める 要 との

作 の へと、 を 大してきているとま

とめることができよう。 

 し、 うした エ ス研究に する

的 があることにも 意しなければならない。

中原ら（ 01 ）は、 （1 ）の指 を例

に げながら1 、“ 生で生じる様 な や 機を

事前に なものと されてしまう や、

の 力 成が や 機に する のごと

く されている について も行われている”
（ ）と ている。  

 

 

 次に、 エ スに する 義を見て

る（表 3）。 （ 01 ）が“非 に い であ

ると える”（ ）と指 するように、

エ スにおいても、 の を の特 という

的な で える見方から、「 ・ 機からの 」

過程にまで を げた見方、 して、 うした

エ スが発 された後の 果をも する見方

の 3 の え方が存 することがわかる。 し、

本的には「 機の存 」を前 に エ ス

を えている においては、3 つとも してい

ることがわかる。 

 こうした 義に して－特に 果まで して

義する え方－は、研究ごとに われる指 の多

様さ（村木 016 3 ）が として げられて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表 3】 エ スの 義 

） ・ （ 013） 6 、 原・中 （ 00 ）

、 （ 01 ） 3 、 ・ 津（ 01 ）

、大 ら（ 016） をもとに、筆者が作成 

 

 

3  

 いて、 エ スの 成要 ・ 成要

に した 研究を していく。 

 ま 地（ 013）では、 学 における

エ ス研究の特 を のように表した上

で、“ 的な 力を しやすい が備える特

を らかにすることを る研究が とんどである”
（1 ）と指 している。 

者 定

1980 1994） 環 し
出

1984 1994 1990） な出 り

1990） 理 状 成

1993） し

1993）
な 期 し り な

定 な

1993） な な し

. 1993）

1993

1993 し し 成 成
理

1997）
な 期 し

な な な

1999） な 状

2002 し な
な 理

2003 な状 な 理な状な な
あ 理

2003
し し

合

2004）
な状 な 理状 な
理な状な な あ 理

2013） な状 な な
理な

2016）
生 理な

あり 環 作用

者 定

1990） な環 な な

1996）
な な

し しな 合 生
出 作用

な 定 な 合 な

な 定 な 合
な

2014）
な 理 な状
り

者 定

1990） 定 な

1990 な状

1994
な 生 定

な

2000）
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【 10】 学における エ スの研究

） 地（ 013）1 をもとに筆者が作成 

 次に、 エ スの 成要 ・ 成要 を

一 にしたものが表 であるが、 して存 して

いるのは、「 さ」「自 」「 義」であり、

これはやはり「 機」が前 として されており、

うした に った際に、 的な ー を

うことなく の スに入ることができる要 、

ということが く意 されている 果であると え

られる。 

【表 】 エ スの 成要 ・ 成要 1

）  子（ 01 ） 60 、平 （ 010）10 10
をもとに、筆者が作成 

また、大 ら（ 016）では、 エ スは、

日 生 の 事である「  」「  
」が、 ・文 的な を 介として

のコー 特 との を経ることで 成さ

れるという ーを き している（ 11）16。こ

こでは、 エ スは先 的に に備わっ

ているようなものではなく、 ・文 的な を

じて 成・ されていくものであるという、後

的な が指 されている。 

【 11】 エ ス、  ・  、

コー の  
）大 ら（ 013） をもとに筆者が作成

 最後に、こうした エ スの特 をいか

に していくかに する方 に して、 地（ 013）
が  （1 ）の つの を に、次のよう

に を行っている。 

1 つ は、 ト ス ティ な 一

もしくは 的研究である。この研

究 イ は、実際に な 事を過去

に経験したにも わら 、 は して

いる に を当てて、 を行うもの

である。 つ に、 ト ス ティ な

的・多変 的研究の方 がある。これ

は、日 生 で生じるイ トや ー

ティ特 、 要 などを 問 の 式

で 、過去に生じた な 事と

の から エ スの にある者

と うでない者とを け、 するもので

ある。 して 3 つ に、 期的な 的研

究の方 がある。これは、 月から 年

にわたる 期の 的 を行い、

子と 子の 力を検討する研究

イ である。また、 つ は、 の

ない長期的な発 研究である。この研究

イ は、 生 から 年にわたる

者 定

1993 1 決
2 生

1997

2004）

1 環 定し 環 環 環
2

獲 決
な

2006）

1 り 決し
2 な 理状 者
求
3 物

2009）

な 用
定 ）

） な し）
用

2010）
1
2 獲 決 理者 理
理
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を行ったり、 ス の高い を長期

間にわたり したりするものであ

る。最後に つ として、 のある長

期的な発 研究がある。これは、一 的な

れ ど高い 子をもたない集 と、

子をもつ集 とをともに長期間に

わたり し、 検討するものであ

る。 して、 とんどの エ ス研究

において、上記のような実 的な制 のた

めに、 ト ス ティ な 的・多変

的研究が されている”（13 1 ） 

ここでも「 子」や「 ス 」といった テ

ィ イ トを とした エ ス の え方

が見て取れるが、これまでの検討でも見えてきた

り、 エ スが存 することによる日 ・平

への 果といった を めることが、より 的

かつ な が になると えられる。 

 

教育  

 次に、教育 場における エ ス、つま

り教員の エ スについての研究を検討してい

く。 

 ま 大 （ 01 ）は、新 教員へのイ ー

を じて、 らが経験した ・ 機を らかにし

ながら、教員における エ スの特 を検

討している。 こでは、 らが経験した ・ 機

というものは、 の内的要 と を取り く外

的要 の 作 （1 1 ）によってもたらされて

おり、新 教員の エ スに を える

要 として 「一 前が められる」ことと「一 前

いされない」ことの 反する ー が えら

れる 場 や 場 （1 1 ）が 要であると

指 している。さらに、“ とする教員 と自

の ”（1 1 ）が“新 教員の内省”（1 1
）を し、 エ ス 上の契機となった

と 論 けている。 

 いて、 ・ （ 013）では、教 の エ

スには、3 つの があるとした上で、教 の

エ スに する 要 の を 1 のように

まとめている。 

1 文 有 教 の エ スの

を見る場 、より したここの学校

や教 の文 だけでなく、より い

的な仕事の文 を見ることで、 れを

最も く できるというもの。 
 割 有 教 の エ スが、

業的コ ト トの さや 新と

な わりをもっているというもの。 
 3 エ トであることは、 か

らす に 的に る 上のこと  

を意味しているということ 教えてい  

る日 世 で を ながら、コ   

ト トし、行 しようとする感   

と な わりを っている”  
（ 11 ） 

ここでは、 の エ スと っても、

の や によって文 ・ 割の いが反

されることになるということ、 して、

エ スの 成・ 上には日 ・平 での

の が に しているということ、の

が されている。 

 

 

【 1 】教 の エ スに する に作 す

る  

） ・ （ 013）1 をもとに筆者が作成 

 

 また、教 の エ スと教 の 力

感との について ・ した 果、 エ

スの と教 の の に わる つの とな

る ”（1 ）が らかになったという。 

1 つ は、最も 要なこととして、「は
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す、す る」 力として、 く

われる エ スの 義は、教 のも

つ エ スの を、 しも 切に

あるいは正 に していないことがあ

げられる。な なら、 なくとも一部で、

教 が自身の エ スを する方

は、本 的に日 の 的な生 の中に

め まれているという が けてい

るからである。 れは、 で、 的で、

変 的な スである。 れは、 場と

的な要 の わせの を受け、

また、 れらを する教 や ー ーの

的・感 的 力によって される。

教 のもつ エ スは、教 の 実の

日 の をやりくりする に わる。

授業の を して、生 た す ての成長

と学業 成を かにするという 意と

んで、 的 的や アの感 を する

ことである。これが、 が「日 の

エ ス」という を う である。 
 つ に、教 の エ スの は、

生得的なものではなく、教 の仕事と生

に め まれている 的な の中

での の さによって される、とい

う先行研究でいわれていたことを

できたことがあげられる（    
00     011）。教 の

エ スは、 的で、多 的で、 イ

な 成 である。 のため、 エ

スを する過程は、 の の中

に め まれている。教 た によって

される エ スの全 的な

に 作 的に する の中にである。

れは、 的 的の によって

かされる、集 的で 的な 力の

と れ自体でもある。 れは、教

が仕事をし生 をする社会的で 的な

によって育まれるのであって、自 に

されるのではない”（1 1 0 ） 

 ま 1 つ の指 についてであるが、 ・ は

“ 的に、また行 において、 エ スである

かどうかは、 、 、政策、子どもの行

によって変わる”（ ）ものであり、“ うした変

が こる に する の 力にも、 いが

ある”（ ）が えに、教 は教授・学 過程に

おいて、“日 的に エ トである を ばす

こと、 たる り さとコ ト トを有する

こと、 れらを い で えること”（ ）

が要 されると た上で、長きにわたって教 が

最 の教育を 指して教え けるためには、「日 的

な エ ス」が 要である。 れは、教 た

が経験する、多様な変 の に じる 力だけで

はない。 や バイバ の 力だけでもない。

れは、 に エ トである ・ 力を有し

けることである。 して、 れは、教 た に最

の教育を 指すことを にしてくれる や

い 的 的とともに、 や見 しをも けら

れる 力であるといえる （ ）と 論 ける。 

また、 的に 式、非 式に 的な学 や

の成長の機会を できることが 要である。 の

果、教 は、教える を き、教 内外で

としての を し、これらを じて、

を 行する い意 を し ことをし けることが

できる （1 1 ）と指 した上で、“このよう

な教 の は、 エ スが生き るための

か 上のものであることを、 に させてくれ

る”（1 1 ）と る。こうした 要 によっ

て エ スが 上した教員は、“ 的、文 的、

社会的 の中で することに める 的な

”（1 1 ）であると する。 

この指 には、これまでの多くの エ ス研究

において ば当 されていた「 機」という前

だけではない、 エ ス の 程の さに

する が に表 されている。 

 次に の指 であるが、 ・ は 教 の

世 は様 な 割 で 成 （11 ）されており、

こには、学校という社会的 －様 な 者

（ステー ー）間の 的で のある

的な －が、教 の集 的な力、コ ト ト、

有 さを 進する という 的な が存

するという。 して らは の 式を エ

スの （1 ）と 、 の 的長
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す、す る」 力として、 く

われる エ スの 義は、教 のも

つ エ スの を、 しも 切に

あるいは正 に していないことがあ

げられる。な なら、 なくとも一部で、

教 が自身の エ スを する方

は、本 的に日 の 的な生 の中に

め まれているという が けてい

るからである。 れは、 で、 的で、

変 的な スである。 れは、 場と

的な要 の わせの を受け、

また、 れらを する教 や ー ーの

的・感 的 力によって される。

教 のもつ エ スは、教 の 実の

日 の をやりくりする に わる。

授業の を して、生 た す ての成長

と学業 成を かにするという 意と

んで、 的 的や アの感 を する

ことである。これが、 が「日 の

エ ス」という を う である。 
 つ に、教 の エ スの は、

生得的なものではなく、教 の仕事と生

に め まれている 的な の中

での の さによって される、とい

う先行研究でいわれていたことを

できたことがあげられる（    
00     011）。教 の

エ スは、 的で、多 的で、 イ

な 成 である。 のため、 エ

スを する過程は、 の の中

に め まれている。教 た によって

される エ スの全 的な

に 作 的に する の中にである。

れは、 的 的の によって

かされる、集 的で 的な 力の

と れ自体でもある。 れは、教

が仕事をし生 をする社会的で 的な

によって育まれるのであって、自 に

されるのではない”（1 1 0 ） 

 ま 1 つ の指 についてであるが、 ・ は

“ 的に、また行 において、 エ スである

かどうかは、 、 、政策、子どもの行

によって変わる”（ ）ものであり、“ うした変

が こる に する の 力にも、 いが

ある”（ ）が えに、教 は教授・学 過程に

おいて、“日 的に エ トである を ばす

こと、 たる り さとコ ト トを有する

こと、 れらを い で えること”（ ）

が要 されると た上で、長きにわたって教 が

最 の教育を 指して教え けるためには、「日 的

な エ ス」が 要である。 れは、教 た

が経験する、多様な変 の に じる 力だけで

はない。 や バイバ の 力だけでもない。

れは、 に エ トである ・ 力を有し

けることである。 して、 れは、教 た に最

の教育を 指すことを にしてくれる や

い 的 的とともに、 や見 しをも けら

れる 力であるといえる （ ）と 論 ける。 

また、 的に 式、非 式に 的な学 や

の成長の機会を できることが 要である。 の

果、教 は、教える を き、教 内外で

としての を し、これらを じて、

を 行する い意 を し ことをし けることが

できる （1 1 ）と指 した上で、“このよう

な教 の は、 エ スが生き るための

か 上のものであることを、 に させてくれ

る”（1 1 ）と る。こうした 要 によっ

て エ スが 上した教員は、“ 的、文 的、

社会的 の中で することに める 的な

”（1 1 ）であると する。 

この指 には、これまでの多くの エ ス研究

において ば当 されていた「 機」という前

だけではない、 エ ス の 程の さに

する が に表 されている。 

 次に の指 であるが、 ・ は 教 の

世 は様 な 割 で 成 （11 ）されており、

こには、学校という社会的 －様 な 者

（ステー ー）間の 的で のある

的な －が、教 の集 的な力、コ ト ト、

有 さを 進する という 的な が存

するという。 して らは の 式を エ

スの （1 ）と 、 の 的長
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と の特 を 下のように る。 

ま 教 の 的な世 の中では、

的 や 集 の中で ーイ

やコ ト トの感 を す

る の 要 が められる である。

つ は、教 の仕事や生 の中 に を

くことによって、 ・ 力感・有

さに する集 的な感 が、 の参加的、

協 的な 力の 1 つの 果として表れる

である。（中 ）最後は、特に えるこ

とであるが、校長の 割がとても 要であ

ることへ が けられる である。つまり

学 に けて協 的な 力を育てる ま

しい 的な や を作るときの校

長の 割は、教 にとって子どもた を

成や成 させたいという感 に るうえ

で、とても 要である が められる（1
） 

エ スは、 に内 する特 で

はない。 し 、 的、発 的、 的な

ものであり、文 に されるものである。

（中 ） エ ト的 は、 切で、

実 的な、 要 が されることによ

って学 され、 得され、 して実行され

る。 れらの要 とは、学校の が高

い期 を いているといった ア

やいたわりの に く教育的 、

かな学 、 的な社会的コ テ

ィや 的な 間 などである（ ） 

ここでも、 エ スにおける文 の 要

が られているとともに、新たな として「教

の エ スを 進する要 としての校長」

というア ー要 が されていることがわかる。 

 うした教員 エ スに する ー ーの存

は、非 に 要であると らは する。 

学校文 、特に は、教 のコ

ト トや エ スを 的に し

ていく をつくるうえで、まさに 的

あるいは 的な 割を果たしている。

れらは、 的また 的に らかにされ

ている ー や 先事 に して、 の学

や発 の機会をつくり、 れを して

いくことを、一 して していくことに

よって、 の 割を果たしているのである

（130 ） 

こうした ー ーに 要な として、 らは ス

が高い ー と自 力感を有し、

コ トし、 エ トであることを 実にする

という な を有するため、自身もまた な

力感と エ スの感 を感じている（1 0 ）

ことを める。 れに せて、教員の エ

ス 上に成 している校長に の について

を進める。 

1 うすることによって （

ラ ティ）が生じるにもかかわら 、

な教育的 に き ス を う

意 成 している校長た の間に存 す

る は、政 の 的 い の実

の というよりは、教えることと学

者に内 したり外 したりする 的よ

さ（  ）と学 ことの への

という興味につきまとう ス を受け

入れていることである。 
学 に する 義 教 の学 に

する 義は、教 の「自 た は

果的に教えることができる、生 は学 こ

とができる、 者は教 が学 を し進

めることができるよう してくれる」と

いう、 的・集 的 と 義されてき

た（    010）。 
3 における を するこ

とを とする を するならば、

ー ーは 者を する 要がある。した

がって、校長の には次の で異な

ってくる。自身の仕事や に する

の 機 けやコ ト トを 上させ

ることを 的とする場 、ス からの

校長の は 的となる。一方、 の

コストや を にしないで特 の イ

ス ー で課業を完了することを

的とする場 、校長の は実際的また

は実 的となる。 
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期 期 （ ）は、また、 に

のある の 的 による 成

の 1 つであることが らかにされて

いる。 れは、経 的 ーイ 、

力感、 義、 エ スである

（    010）”（1 1 ） 

教 と 様、 エ トであり、コ

トしている多くの ー ーの行 を

っているのは、より高度で、 で、 ス

テ 的な で、変 をもたらす機会であ

る。これらの い 的 的意 の感 は、

な ー ー の 部である

（1 160 ） 

このように、 ・ の には、 「 機」だけ

に過度に を当て過ぎる エ ス ではなく、

日 の エ スも めたより 的な

をしていく 要がある、 の エ スとい

う においても、 れが かれている文 によ

って の が変わるということ、 エ

スの 成・ ・ 上において、ア ー要 、

特に ー ーの存 が大きいこと、というこれまで

の エ ス に の を る が一 し

ていることが できる。 

6  

 

 ここまで、 となるア ーの ・ によ

って区 する方 で、 における エ ス

研究について ーをしてきた。 の 果として、

どの の エ スにおいても、 本的に

は「 機からの 」という に きを いた

での エ ス の がなされていたこと、

生 エ スにおいては、 機に しての

反 （生 ステ の非 的 ）が の

の どを めていたが、ア ーの中 が「 間」

となる、 れ 下の における エ スで

は、 うした「 」という 的 だけで

なく、 こから先の「成長・発 」という 的な

にまで の 程が げられる が見られたこ

と、 社会 ステ より下の での エ

スにおいては、 エ スが日 ・平 において

も の 果を発 するため、 の全過程を し

た で エ スを えていく 要があること、

じ の エ スにおいても、 れが か

れている文 によって の有り様が変わっていくこ

と、 ・ の における エ スに

ついてより されていたこととして、 エ

スに をあたえる存 としての「 」というア

ー要 が されていたこと、の が された。 

 最後にこうした 果を まえて、学校 におけ

る エ ス の を えると、検討す き

として次の 3 を げる。 

 ま として、学校 の エ スは、

これまでの ーに って えると、 的には

エ スの でもって えていくこと

が していると えられる。 の際、中原ら（ 01 ）

が げていた「 的 エ ス」「行 的

エ ス」「文 的 エ ス」という 度は有 で

あると えられる。多くの 行 において、「

行 」という スは一 的な ーであり、

れに の場の「文 」が多 に を えている

という でもって学校 を えていくことは

得的であると えられる。また、 （ 013）
らが げていた エ スにおける つかの

度も、 行 の を える参 になると思わ

れる。 し、ここで を けておく き としては、

うした には大きな変 が こっていない

「日 」にこ エ スの が備わっている

という を れないことである。また、 地（ 013）
が していた「 ー エ ス」という

も非 に有 であると思われる。特に、学校

においては 学年・ 教科・ ごとで「1 つの

」することが多く、 ー での エ

スを見ることの方がより 切な場 も多いように

えられる。 

 次に として、学校 の特 を加味した

エ ス の が 要であるということで

ある。先に学校 における エ スを す

る際の として エ スを したが、

の学校経 の文 では、地 や 者と 携し

て学校 くりを志 する れが であり、 のこと

を まえると、社会 ステ －特にコ ティ

1 2

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢　第 36 号　2016 年



2  

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢 第 36 号 2016 年 

 
 

期 期 （ ）は、また、 に

のある の 的 による 成

の 1 つであることが らかにされて

いる。 れは、経 的 ーイ 、

力感、 義、 エ スである

（    010）”（1 1 ） 

教 と 様、 エ トであり、コ

トしている多くの ー ーの行 を

っているのは、より高度で、 で、 ス

テ 的な で、変 をもたらす機会であ

る。これらの い 的 的意 の感 は、

な ー ー の 部である

（1 160 ） 

このように、 ・ の には、 「 機」だけ

に過度に を当て過ぎる エ ス ではなく、

日 の エ スも めたより 的な

をしていく 要がある、 の エ スとい

う においても、 れが かれている文 によ

って の が変わるということ、 エ

スの 成・ ・ 上において、ア ー要 、

特に ー ーの存 が大きいこと、というこれまで

の エ ス に の を る が一 し

ていることが できる。 

6  

 

 ここまで、 となるア ーの ・ によ

って区 する方 で、 における エ ス

研究について ーをしてきた。 の 果として、

どの の エ スにおいても、 本的に

は「 機からの 」という に きを いた

での エ ス の がなされていたこと、

生 エ スにおいては、 機に しての

反 （生 ステ の非 的 ）が の

の どを めていたが、ア ーの中 が「 間」

となる、 れ 下の における エ スで

は、 うした「 」という 的 だけで

なく、 こから先の「成長・発 」という 的な

にまで の 程が げられる が見られたこ

と、 社会 ステ より下の での エ

スにおいては、 エ スが日 ・平 において

も の 果を発 するため、 の全過程を し

た で エ スを えていく 要があること、

じ の エ スにおいても、 れが か

れている文 によって の有り様が変わっていくこ

と、 ・ の における エ スに

ついてより されていたこととして、 エ

スに をあたえる存 としての「 」というア

ー要 が されていたこと、の が された。 

 最後にこうした 果を まえて、学校 におけ

る エ ス の を えると、検討す き

として次の 3 を げる。 

 ま として、学校 の エ スは、

これまでの ーに って えると、 的には

エ スの でもって えていくこと

が していると えられる。 の際、中原ら（ 01 ）

が げていた「 的 エ ス」「行 的

エ ス」「文 的 エ ス」という 度は有 で

あると えられる。多くの 行 において、「

行 」という スは一 的な ーであり、

れに の場の「文 」が多 に を えている

という でもって学校 を えていくことは

得的であると えられる。また、 （ 013）
らが げていた エ スにおける つかの

度も、 行 の を える参 になると思わ

れる。 し、ここで を けておく き としては、

うした には大きな変 が こっていない

「日 」にこ エ スの が備わっている

という を れないことである。また、 地（ 013）
が していた「 ー エ ス」という

も非 に有 であると思われる。特に、学校

においては 学年・ 教科・ ごとで「1 つの

」することが多く、 ー での エ

スを見ることの方がより 切な場 も多いように

えられる。 

 次に として、学校 の特 を加味した

エ ス の が 要であるということで

ある。先に学校 における エ スを す

る際の として エ スを したが、

の学校経 の文 では、地 や 者と 携し

て学校 くりを志 する れが であり、 のこと

を まえると、社会 ステ －特にコ ティ
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－での エ スとして えていく も

要であると えられる。また、当 のことながら学

校 は教員集 で成 している があるため、教

員 の エ スも えていく 要がある。

れに、 や ド ー ーの 割も まえた上

で 論を進めていく 要もあ う。このように、

ア ー・ との 作 という「 論的」な

エ ス の が められるといえよう。 

 最後に 3 として、例えば、社会 ステ

での エ ス・ エ スの要 と

がっていた ー ・ のような、

的 エ スに した との 異 を って

いく 要がある である。これは教員 の

エ スにおいては、「 」「 （  
 ）」のような に しても 要

な作業であると えられる。 して、この作業を経

ることで、 エ ス の なる が ら

れると える。 

するにあたって検討す き としては、

エ ス を う場 、学校 の 全過程を

めた で を進めていく 要があること、 ー

・ のような との 別 を

っていくことが今後の課題となる。 

 

 

 
1 例えば、大 （ 00 ）では、“校長が身につける

要がある力 の第一は、「 的な学力 上 ・

経 （学校経 ）」策 力 である。

この学校経 とは、一 に（1）わが校の

長 ・課題に した、 成員が 有できる

学校の ・ 、（ ）わが校で実 な

開発（ ）の な が記された、 の一

の行程表と えられている”（ ）と指 さ

れ、“学校経 の策 力は、今次学校

で最も される校長の 割と える”（ ）

と 論 けられている。 
 福畠（ 01 ）  

3  13  
 （ 01 1 0 ） 
 “自 の見えない を経 的に らかにするこ

とを して、生 多様 が ーバ にどれ ど

の経 的 を しているか、生 多様 の

 
およ 生 の はどれくらい大きなコスト

になるのかを した 際研究 ト”（
01 6 ）である。 

6 本稿 6 参  
 上 
 （ 01 ）では“ ー ・ トが 的な方

に こることを「 スト ィ （

的）・ ー ・ ト」と ます”（36 ）と

ている。 
  （ 00 ）にて されている。 

10 志 （ 016）では“コ ティにおける

エ スを高める様 なア ”と表記されて

いるが、ここでいう“コ ティ”は、本稿にお

ける「社会 ステ 」と 義であると えられる

ため、「社会 ステ 」に表 を変えている。 
11 （ 00 ） 
1 “ の エ スに する研究の中で、  

   （ 003）は、 エ ス

の高い ー について するために、 ティ

イ ト発生前と、発生中、発生後の 3 に

けて、 において 要となる要 をまとめ

ている。例えば、発生前には、 バーの集 ア

イ ティティを高め、 自治的な ー や

体制を することで、 が 機に し

た際にも 的、かつ 体的に問題に取り こ

とに がる。発生中には ー が

要な となり、 が れ れ 的に

し、 れらの を いコ ー を

して伝 し うことで、 有を すことが

果的な 行 に がる。発生後には、集

集 や ー ・ ア ート、 コー

が 要となる。 いに アをし い、

ー のまとまりを めることが ー エ

スを高めることに がる”（ 地 013 ） 
13 “ ー エ ス行 は、 バーの ー

や の バーに しての に を すだ

けではなく、 れらを 介して、 の 務

エ スや、 務コ ト トに ティ

な を すことも された”（ 地 013  
1 1 ）と 論 けている。 

1  （1 ）は、 生の 機というもの

が に「 生の 程」「 生の 」といった

によって表 されることは、 生を全体的に え

る上で参 になるものの、 しも の が

年 とともに順 く ってくるとも らないと

る （中原ら 01 ） 
1  平 （ 010）によれば 的 エ スと 得 

1 3
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 的 エ スは、 下のように される。 
 （10 10 ） 
 的 エ ス要 スト スや つきを 
  もたらす 下で感 的に振り され 、  
  ティ に、 のスト スを するような新た 
  な に を切り え、 の ートを 
  得ながら れを 成できるような 力 
  ・ 「 に して不安をもた 、 的 
       な期 をもって行 できる力」 
  ・ 力 もともと不安が なく、 ティ  
       な感 や生 的な体 に振り され 
       にコ ト ー できる力 
  ・行 力 や意 を、もともとの 力に 
       よって 力して実行できる力 
  ・社 もともと見 ら 者に する不安 
       や が なく、 者との わりを 
       、コ ー を取れる 
       力 
 得的 エ ス要 自 の や え 
  を することによって、スト ス をどう 
  したいのかという意志をも 、自 と 者 
  の 方の への を めながら、 の  
  を につなげ、 っていく力 
  ・問題 志 を するために、問題 
          を 的に しようとする  
          意志をも 、 方 を学  
          うとする力 
  ・自 自 の えや、自 自身について 
        ・ し、自 の特 に っ 
        た や行 ができる力 
  ・ 者 の 者の を 的に 、 
          もしくは受容する力 
  また、 ・ 津（ 01 ）では 「 的

エ ス」と「 得的 エ ス」について す

ると、 の 果、「 的 エ ス」と「 得

的 エ ス」がど らも高い場 に最もスト

ス反 が まることが されたが、 的「 的

エ ス」の 力の方が大きく「 得的

エ ス」は「 的 エ ス」のはたらきを

ートするようにはたらき、 の 果 エ

ーとしての 果が高まると えられる。このこと

から、生まれつきの要 と後 的に身につける要

がど らも 要であると 論 けられる（ 11 ）

と られている。 
16  の 義を「 や し などの

が高 するような や、安 感や り

た を生じさせる日 の な 事や 、

 
およ れらに う の体験や変 であり、

の 的 を経ることによって さや 感、

感、 福感、 ティ な感 をもたらすも

の」とした （大 ら 016 ） 
 

 

成・上地 「高校生 エ ス 度の

と 当 の検討」『 大学体育科学 紀要』

3 、 01 年、6  
どり・無 隆 「中学生の エ スと ー

ティとの 」『 ー ティ研究』1
、3 号、 006 年、 66 0  
真 ・ 本 ・ 村 ・長田 士・

・ ・ 本 恵子・田上 「高 者

け エ ス 度作成の 生 学的ア

ー 」『 手 経 ・経 研究』 3 、 016 年、

1 16  
「地 の エ スにおける ー ・

と記  －東日本大 後の地 コ

ティについての 論をもとに－」『 田大学教

育文 学部研究紀要』 0 、 01 年、 0  
長 「 ・ による 村コ ティの

エ ス」『 村計画学会      
 』30 、 号、 01 年 63 66

 
「 エ ス   的 ステ  の安

を する（ 第 3 ト 
イ ト）」『「エコ・ ィ ィ」研究』

、 01 年、 1 33  
今 ・ ・後 「コ ティ・

エ スと ー ・ 町に

おける 興の取り から」『経 と

大学・経 学部研究紀要』 、 号、

01 年、1  
原 紀子・中 澄子「 エ スについて

の  研究の と 」『 島文教 子大学

紀要』 、 00 年、 3 1  
正 「 の と エ ス・ ラ イ  
社会学の から」『 』1 、16

号、 01 年、1 1  
子『 エ スとは か があっても れ
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  もたらす 下で感 的に振り され 、  
  ティ に、 のスト スを するような新た 
  な に を切り え、 の ートを 
  得ながら れを 成できるような 力 
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       な期 をもって行 できる力」 
  ・ 力 もともと不安が なく、 ティ  
       な感 や生 的な体 に振り され 
       にコ ト ー できる力 
  ・行 力 や意 を、もともとの 力に 
       よって 力して実行できる力 
  ・社 もともと見 ら 者に する不安 
       や が なく、 者との わりを 
       、コ ー を取れる 
       力 
 得的 エ ス要 自 の や え 
  を することによって、スト ス をどう 
  したいのかという意志をも 、自 と 者 
  の 方の への を めながら、 の  
  を につなげ、 っていく力 
  ・問題 志 を するために、問題 
          を 的に しようとする  
          意志をも 、 方 を学  
          うとする力 
  ・自 自 の えや、自 自身について 
        ・ し、自 の特 に っ 
        た や行 ができる力 
  ・ 者 の 者の を 的に 、 
          もしくは受容する力 
  また、 ・ 津（ 01 ）では 「 的

エ ス」と「 得的 エ ス」について す

ると、 の 果、「 的 エ ス」と「 得

的 エ ス」がど らも高い場 に最もスト

ス反 が まることが されたが、 的「 的

エ ス」の 力の方が大きく「 得的

エ ス」は「 的 エ ス」のはたらきを

ートするようにはたらき、 の 果 エ

ーとしての 果が高まると えられる。このこと

から、生まれつきの要 と後 的に身につける要

がど らも 要であると 論 けられる（ 11 ）

と られている。 
16  の 義を「 や し などの

が高 するような や、安 感や り

た を生じさせる日 の な 事や 、

 
およ れらに う の体験や変 であり、

の 的 を経ることによって さや 感、

感、 福感、 ティ な感 をもたらすも

の」とした （大 ら 016 ） 
 

 

成・上地 「高校生 エ ス 度の

と 当 の検討」『 大学体育科学 紀要』

3 、 01 年、6  
どり・無 隆 「中学生の エ スと ー

ティとの 」『 ー ティ研究』1
、3 号、 006 年、 66 0  
真 ・ 本 ・ 村 ・長田 士・

・ ・ 本 恵子・田上 「高 者

け エ ス 度作成の 生 学的ア

ー 」『 手 経 ・経 研究』 3 、 016 年、

1 16  
「地 の エ スにおける ー ・

と記  －東日本大 後の地 コ

ティについての 論をもとに－」『 田大学教

育文 学部研究紀要』 0 、 01 年、 0  
長 「 ・ による 村コ ティの

エ ス」『 村計画学会      
 』30 、 号、 01 年 63 66

 
「 エ ス   的 ステ  の安

を する（ 第 3 ト 
イ ト）」『「エコ・ ィ ィ」研究』

、 01 年、 1 33  
今 ・ ・後 「コ ティ・

エ スと ー ・ 町に

おける 興の取り から」『経 と

大学・経 学部研究紀要』 、 号、

01 年、1  
原 紀子・中 澄子「 エ スについて

の  研究の と 」『 島文教 子大学

紀要』 、 00 年、 3 1  
正 「 の と エ ス・ ラ イ  
社会学の から」『 』1 、16

号、 01 年、1 1  
子『 エ スとは か があっても れ
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ないここ 、 らし、地 、社会をつくる』東

経 新 社、 01 年 
大 美 ・ 澤 子・ 「 者の

エ スに ティ な を える要 の検討」

『 身 科学』1 、1 号、 016 年、1  
大 生「新 教員が 会う と 場 の

ス ラティ から見る エ ス」『 山大

学紀要『ア ア』 文・自 科学編』10 、

01 年、1 1 16  
大 「校長の学校経 力の自 検・ 」『

教育力の 上が子どもの学力を ばす 学力

上のための 本 00 より』 教育

研究 、 00 年、 0  
大山寧寧・ 義 「 エ ス 度の

作成およ ・ 当 の検討」『 学研

究』 、1 号、 013 年、 0  
真  「 問 による エ スの 当

の から（特集 エ スと の科学）」

『 学』 1 、 号、 01 年、1 1 1 6
 
真 ・中 ・ 子一 ・長 治「 テ

ィ な 事からの りを導く 的特  
的 力 度の作成 」『 研

究』3 、 00 年、 6  
子『 期の エ ス』

、 00 年 
真記子・ 美 子「 エ スの 成過程

された に して」『 教育大学研究

紀要』 、 013 年、 306  
加 「 学における ア スの

の意義」加 編 『 ア ス 学

の新しい ラ イ 』 原 、 00 年、1 3  
地  「 における エ ス の ための

ア ー  ー の

エ ス 」 大学 博士学 論文、 013
年 
地 ・山 「 における エ スの

的 への と の  に

よる エ ス研究の （特集 エス・

エ ア 安全 の研究と実 の過

 
去・ ・ ）」『 ー イ ース学

会 』1 、 01 年、103 10  
木村富美子「 エ スの き方に する 」

『創 大学 教育部論集』1 、016 年、0 66
 
原 哲「 と の エ スを高める」

『 間 学』 、 特別号、 013 年、  
「 ライ ー ・ エ ス実 に け

ての意思 （ 特集 ス

ト）」『日本 経 学会 』3 、1 号、013 年、

 
・加 「自 と における

エ ス の 義について」『生 研究』

6 、 号、 01 年、6 3 6 6  
志 文 「 興過程には が 要か ー

・ エ ス を中 に」『富山大学 間発

科学部紀要』10 、 号、 016 年、 303  
美 『協 創 の エ ス』京都大学学

術 会、 01 年 
・鈴木 ・畠山 子「大 におけ

るコ ティ ス と エ ス」『 学

大学経 学部 論集』3 、1 号、 013 年、 0
 

高 恵「 の 生 における エ ス  
度の作成と 場 への反 による 当

の検討 」『教育 学研究』 0 、 00 年、

3  
中村有 ・ 子・ 「発 別に た

本 における エ ス研究の － 期か

ら 年期まで－」『学校 機と ア』

00 年、3 6  
中原 ・ 村 ・ ・福本 ・ 島耕平・

高 進・ 宏「 行 論への エ ス

の導入  ・ で える エ

ス研究」『 大学経 学研究科   
01 ・01』 01 年、1 1  

成 「 エ スとは か（ 外文 ）」『

身 学』 3 、 号、 013 年、 3  
平義 「 からの エ ス 者 の

」『学術の 』 0 、 号、 01 年、  
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太・ 津 一郎 「 的要 と 的要 が

エ スに える 」『教育実 研究 富山

大学 間発 科学研究実 ー紀要』

、 01 年、 1  
田 『地 生・ 興と ー ・ 』

、 01 年 
間博 「 エ スを育 学校教育 ースト

ラ アでの取り （特集 エ スと の科

学）」『 学』1 、 号、01 年、1 1 1 6
 
「 から る力 エ スを」『教

育と 学』60 、 号、 01 年、63 6 1   
・ 田順平「 ア ス 論」

編『地 の ア ス』 文 、 01
年、 1  
ース イ ド・イー 株式会社 『 エ ス

ィ 「変 に い」 と のつくり方』

治 、 01 年 
平 真 「 エ スの 的要 ・ 得的要

の の 次 エ ス要

（ ）の作成」『 ー ティ研究』1 、

号、 010 年、 106  
福 ・ 本都 「地 における子育て 子

どもの エ スを育 」『 政大学ス ー

学研究』 号、 013 年、 6  
福畠真治（ 01 ）「企業経 ・学校経 研究におけ

る と の に する 研究の ー 
  の 論・ ス ー

論との を に 」『東京大学大学院教育学研究

科学校開発政策コース 教育行政学論叢』3 、

01 年、103 13  
福畠真治（ 01 ）「 高等学校における校長の経

の 内 過程研究 校長 期に

を当てて 」東京大学大学院教育学研究科 修士学

論文、 01 年 
編 『経 エ ス 』日本 論社、

013 年 
紀 ・ 研 ・ 原 ・中島正 ・ ・

 修 「 エ ト・ エティ 東日本大

を まえて（ 会  第 1 部 エ ト・

 
エティとは  特集 東日本大 1 年

エ ト・ エティ）」『 』1 、 16
号、 01 年、1 1  
山宏・  ・ 宏「 エ スの

ノ と （ 特集 エ スへ

の ）」『 ー ・ ー 経 の

科学』 、 号、 01 年、 6  
美「 エ スに した大学生の ー

ティ 文 完成 と反 による

検討」『創 大学大学院紀要』3 、 010 年、

3 3  
村木 「 エ スの 的 に けて

的 義と 子に して」『東京大学大学院

教育学研究科紀要』 、 016 年、 1 0  
・ 島 ・ 「テ スト イ に

よる エ ス に する研究」『日本

経 学会論文 』66 、 号、 01 年、6
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